
67No.
2022.11.1

こんなことが決まりました・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P2
お金の使い道を審査・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P3
議案および採決結果・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P4～P5
ココがききたいQ＆A
13人が質問しました…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P6～P18
8月臨時会採決結果/請願・陳情審査報告・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P19
シリーズ『匠』／お知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P20

C O N T E N T S

議会ライブ中継録画映像
スマホでも本会議の動画が視聴できます▶
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議案第5号　令和4年度香取市太陽光発電事業特別会計補正予算（第1号）

一般会計への繰出金を
追加

発電量低下への対策としては、今年度、伊地山太陽光発電施設
において、太陽光発電パネルの洗浄を実施しており、今後、伊地
山太陽光発電施設の発電量を注視し、検証結果を踏まえ、各発
電施設のパネル洗浄についても検討を進めてまいります。

A

経年劣化により発電量は低下すると思うが、低下を軽減するた
めの対策はしているのか。

Q

議案第10号　工事請負契約の変更について（佐原駅周辺地区複合公共施設建設工事）

資材価格の高騰に伴う
工事費を増額

官公庁が使用する物価資料による資材単価や労務単価などに基
づき対象となる残工事の変動後の請負代金を算出し、増額分の
うち、受注者負担となる1％相当額を控除した金額がスライド
請求額となります。市は、請求額を確認・精査し、受注者と協議
の上、スライド額を1,342万3,858円と確定しました。
※インフレスライドとは、「急激なインフレまたはデフレを生
じ、請負代金額が著しく不適当となったときは、請負代金額の
変更を請求できる」とされているもの。

A

インフレスライド額の算出方法は。Q

令和4年12月25日にオープン予定の
みんなの賑わい交流拠点コンパス

与田浦太陽光発電所

こんなことが
決まりました！

審議結果定例会

9月
　

令
和
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年
9
月
定
例
会
を
8
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30
日
か
ら
9
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27
日

ま
で
の
29
日
間
に
わ
た
り
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催
し
ま
し
た
。
9
月
12
日

か
ら
14
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で
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3
日
間
、
決
算
審
査
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別
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会
を

開
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し
、
予
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よ
う
に
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か
を
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査
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
9
月
15
日
に
は
、
総
務
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画
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祉
教
育
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設
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員
会
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催
し
、
補
正
予
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じ
め
条
例
の
一
部
改
正
な

ど
、
付
託
さ
れ
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議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

審
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一
部
を
ご
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介
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す
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シニア健康プラザ

さわら町屋館（上川岸小公園）

決算審査特別委員会

お金の使い道を
審査しました！
　市長は、監査委員がチェックした前年度決算について、
議会の審査を受け、期日までに議会の認定を受けなけれ
ばなりません。審査の結果、全ての決算が認定されました。

令和3年度決算をチェック

シニア健康プラザのトレーニング用機器を撤去後、利用
者が増えた理由は。

シニア健康プラザの施設の利用目的として、高齢者の健
康づくりと介護予防の拠点として利用されることが理想
とされています。トレーニング用機器の撤去により、使
用の制限をすることなく、幅広く受け入れができるよう
になりました。また、香取市リハビリテーション協議会
の協力を得て健康体操の普及に努めたことにより、利用
者は増加しています。

A

Q

利用者の
健康増進を図る

決算審査

1

さわら町屋館の利用状況は。

令和3年度は約5万2,000人の来場がありました。施設
が供用開始した令和元年度は約8万2,000人の来場があ
り、コロナ禍の行動制限があった令和2年度は4万1,000
人と半減しましたが、令和3年度はコロナ禍の影響があ
る中ですが、令和2年度から約1万1,000人の増加となっ
ています。

A

Q

観光客等の
憩いの場として整備

決算審査

2

決算審査特別委員会
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○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

○ 欠 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 除 ○ ○ ○ ― ○ × ○ ○

○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ × ○

○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ × ○ ○

○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ × ○ ○

× 欠 × × × × × × × × × × × × × × × ― × × × ×

× 欠 × × × × × × × × × × × × × × × ― × × × ×

9月定例会 議案および採決結果概要
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議案
番号

議 案 名
（一部省略しています） 主　な　内　容

審
議
結
果

議案第1号
（総務企画） 令和4年度一般会計補正予算（第3号） 予算総額に11億3,756万1千円を追加し、補正後総額を371億441万3千円とする。商業活性化支援事業

に930万4千円、街なみ環境整備事業に7,569万3千円を追加。 可決
議案第2号

（生活経済建設）
令和4年度国民健康保険事業特別会
計補正予算（第1号）

予算総額に154万円を追加し、補正後総額を96億154万円とする。精算に伴う国庫支出金の超過交付額返
納金等を追加。 可決

議案第3号
（福祉教育）

令和4年度介護保険事業特別会計補
正予算（第1号）

予算総額に2億9,325万5千円を追加し、補正後総額を80億7,625万5千円とする。介護保険給付準備基金
積立金に9,643万7千円を追加し、令和3年度事業の精算に伴う国県支出金等の超過交付額返納金など1億
9,681万8千円を追加。

可決

議案第4号
（生活経済建設）

令和4年度後期高齢者医療事業特別
会計補正予算（第1号）

予算総額に12万6千円を追加し、補正後総額を11億3,912万6千円とする。前年度決算に伴い、後期高齢
者医療広域連合納付金を追加。 可決

議案第5号
（生活経済建設）

令和4年度太陽光発電事業特別会計
補正予算（第1号）

予算総額に1,602万7千円を追加し、補正後総額を2億4,602万7千円とする。原油高等の影響により、不
足が見込まれる電気料のほか、前年度決算に伴い、一般会計への繰出金を追加。 可決

議案第6号
（福祉教育）

令和4年度病院事業債管理特別会計
補正予算（第1号）

予算総額に180万円を追加し、補正後総額を4億4,680万円とする。香取おみがわ医療センター附属看護
専門学校の基幹情報システム更新事業に不足が見込まれるため、当該貸付金を追加。 可決

議案第7号
（生活経済建設）

令和4年度水道事業会計補正予算（第
2号） 収益的収支において、支出に、訴訟費299万5千円を追加。 可決

議案第8号
（総務企画）

香取市議会議員及び香取市長の選挙
における選挙運動の公費負担に関す
る条例の一部改正

香取市議会議員及び香取市長の選挙における選挙運動に関し、選挙運動用自動車の使用、ポスターおよび
ビラの作成費に係る限度額についての所要の改正。 可決

議案第9号
（総務企画）

職員の育児休業等に関する条例の一
部改正 妊娠・出産・育児等と仕事の両立を支援する措置を講ずるための所要の改正。 可決

議案第10号
（総務企画）

工事請負契約の変更
（佐原駅周辺地区複合公共施設建設
工事）

資材価格の高騰による費用の増額など手続きが完了したため、工事費を1,342万3,858円増額し、契約額
を34億7,013万3,158円へ変更。 可決

議案第11号
（総務企画）

千葉県市町村総合事務組合を組織す
る地方公共団体の数の増加及び千葉
県市町村総合事務組合規約の一部改
正の協議

千葉県市町村総合事務組合へ四市複合事務組合が加入することに伴い、規約の一部改正について関係地方
公共団体と協議するに当たり議会の議決を求める。 可決

議案第12号 監査委員の選任 鈴木聖二氏を監査委員に選任することに議会の同意を求める。 同意
認定第1号
（決算審査） 令和3年度一般会計歳入歳出決算 歳入決算額は396億7,538万5,939円、歳出決算額は365億2,142万716円となり、翌年度へ繰り越した

事業の財源を差し引いた実質収支額は28億1,390万4,178円の黒字。 認定
認定第2号
（決算審査）

令和3年度国民健康保険事業特別会
計歳入歳出決算

歳入決算額は99億274万5,422円、歳出決算額は95億4,898万4,179円となり、歳入歳出差引額は3億
5,376万1,243円の黒字。 認定

認定第3号
（決算審査）

令和3年度介護保険事業特別会計歳
入歳出決算

歳入決算額は77億8,537万1,709円、歳出決算額は74億9,357万7,969円となり、歳入歳出差引額は2億
9,179万3,740円の黒字。 認定

認定第4号
（決算審査）

令和3年度観光事業特別会計歳入歳
出決算 歳入および歳出決算額は1億7,581万7,039円。 認定

認定第5号
（決算審査）

令和3年度土地取得事業特別会計歳
入歳出決算 歳入および歳出決算額は1,526円。 認定

認定第6号
（決算審査）

令和3年度後期高齢者医療事業特別
会計歳入歳出決算

歳入決算額は10億4,058万1,713円、歳出決算額は10億3,745万6,013円となり、歳入歳出差引額は312
万5,700円の黒字。 認定

認定第7号
（決算審査）

令和3年度太陽光発電事業特別会計
歳入歳出決算

歳入決算額は2億5,028万4,354円、歳出決算額は2億3,425万6,483円となり、歳入歳出差引額は1,602
万7,871円の黒字。 認定

認定第8号
（決算審査） 令和3年度水道事業会計決算 収益的収入は19億1,360万4,908円、支出は16億1,284万4,186円。資本的収入は9億8,096万7,228円、

支出は16億2,277万7,771円。 認定
認定第9号
（決算審査） 令和3年度簡易水道事業会計決算 収益的収入は1億3,016万6,570円、支出は1億1,005万892円。資本的収入は8,021万6千円、支出は1億

715万1,337円。 認定
認定第10号
（決算審査） 令和3年度病院事業会計決算 収益的収入は35億7,070万2,299円、支出は35億9,317万565円。資本的収入は6億246万3千円、支出

は8億87万7,749円。 認定
認定第11号
（決算審査） 令和3年度公共下水道事業会計決算 収益的収入は16億4,897万7,235円、支出は15億8,331万8,383円。資本的収入は5億907万5,882円、

支出は10億360万9,421円。 認定
認定第12号
（決算審査）

令和3年度農業集落排水事業会計決
算

収益的収入は2億8,796万6,343円、支出は2億5,622万9,485円。資本的収入は2,471万71円、支出は
9,489万4,271円。 認定

請願第20号
（生活経済建設）

橘ふれあい公園パークゴルフ場低額
料金設置を求める請願 香取市民の健康増進と、ふれあいと憩いの場として、利用し易いように設定していただきたい。 趣旨

採択
請願第21号
（生活経済建設）

地元の合意を得ない乱開発の防止に
関する請願

大谷津地区において、計画性に乏しく、地元の合意を得ない埋め立て行為を伴う乱開発等が行われないよ
う市の適切な対応を求める。 採択

陳情第27号
（生活経済建設）

橘ふれあい公園パークゴルフ場低額
料金設置を求める陳情 香取市民の健康増進と、ふれあいと憩いの場として、利用し易いように設定していただきたい。 趣旨

採択

陳情第28号
（生活経済建設）

（株）ぶれきめらの観光船の船着場を
旧佐原市都市整備課が設置した所の
確認について

香取市総合計画に基づき旧佐原市都市整備課が与倉屋前に設置した船着場の根拠を議会にて精査していた
だきたい。 不採択

陳情第29号
（生活経済建設）

平成2年3月16日付ふるさと川づく
り検討委員会第2回幹事会議事抄録
の舟遊びなどについては、この区間
では実現性が困難であると記載の確
認について

ふるさと川づくり検討委員会第2回幹事会議事抄録の舟遊びなどについては、この区間では実現性が困難
であることの根拠を議会にて精査していただきたい。 不採択

※　議長（坂部勝義議員）は、採決に加わりません。議案番号下の（　　）は、審査を付託した委員会名です。　〇：賛成　　×：反対　　欠：欠席　　除：除斥

9月定例会　議案および採決結果概要
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QRコードからスマホで質問の
内容が見られます！ 9月定例会

男性トイレに設置してある
サニタリーボックス（伊能忠敬記念館）

「
医
療
的
ケ
ア
児
支
援
法
」が
施
行
さ
れ
た
こ
と
で

「
医
療
的
ケ
ア
児
支
援
法
」が
施
行
さ
れ
た
こ
と
で

の
香
取
市
の
取
り
組
み
は
。

の
香
取
市
の
取
り
組
み
は
。

公
立
保
育
所
に
お
い
て
、令
和
４
年
度
か
ら
会
計

公
立
保
育
所
に
お
い
て
、令
和
４
年
度
か
ら
会
計

年
度
任
用
職
員
の
看
護
師
を
新
た
に
採
用
し
、医
療

年
度
任
用
職
員
の
看
護
師
を
新
た
に
採
用
し
、医
療

的
ケ
ア
児
の
受
け
入
れ
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

的
ケ
ア
児
の
受
け
入
れ
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

千
葉
県
が
設
置
し
た
医
療
的
ケ
ア
児
支
援
セ
ン
タ

千
葉
県
が
設
置
し
た
医
療
的
ケ
ア
児
支
援
セ
ン
タ

ー「
ぽ
ら
り
す
」と
の
連
携
は
ど
う
図
ら
れ
る
の
か
。

ー「
ぽ
ら
り
す
」と
の
連
携
は
ど
う
図
ら
れ
る
の
か
。

「
ぽ
ら
り
す
」は
令
和
４
年
７
月
１
日
、千
葉
リ
ハ

「
ぽ
ら
り
す
」は
令
和
４
年
７
月
１
日
、千
葉
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
内
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
内
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、相
談
支
援
、人
材
育
成
、虐
待
防
止
等
に
つ
い

今
後
、相
談
支
援
、人
材
育
成
、虐
待
防
止
等
に
つ
い

て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
し
な
が
ら
連
携
し
て
ま
い

て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
し
な
が
ら
連
携
し
て
ま
い

り
ま
す
。

り
ま
す
。

 

子
ど
も
の
弱
視
の
早
期
発
見
を

子
ど
も
の
弱
視
の
早
期
発
見
を

３
歳
児
健
診
の
視
覚
機
能
検
査
は
ど
の
よ
う
に
行

３
歳
児
健
診
の
視
覚
機
能
検
査
は
ど
の
よ
う
に
行

わ
れ
て
い
る
の
か
。

わ
れ
て
い
る
の
か
。

ア
ン
ケ
ー
ト
方
式
に
よ
る
問
診
と
、両
目
、右
目
、

ア
ン
ケ
ー
ト
方
式
に
よ
る
問
診
と
、両
目
、右
目
、

左
目
の
視
力
検
査
を
各
家
庭
で
行
い
、健
診
時
に
そ

左
目
の
視
力
検
査
を
各
家
庭
で
行
い
、健
診
時
に
そ

の
結
果
を
持
参
し
て
い
ま
す
。家
庭
で
の
検
査
結
果

の
結
果
を
持
参
し
て
い
ま
す
。家
庭
で
の
検
査
結
果

に
よ
っ
て
は
、保
健
師
が
健
診
会
場
で
検
査
を
行
っ

に
よ
っ
て
は
、保
健
師
が
健
診
会
場
で
検
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

弱
視
の
早
期
発
見
に
有
効
と
さ
れ
る
屈
折
検
査
機

弱
視
の
早
期
発
見
に
有
効
と
さ
れ
る
屈
折
検
査
機

器「
フ
ォ
ト
ス
ク
リ
ー
ナ
ー
」の
導
入
を
図
る
べ
き
と

器「
フ
ォ
ト
ス
ク
リ
ー
ナ
ー
」の
導
入
を
図
る
べ
き
と

考
え
る
が
、見
解
は
。

考
え
る
が
、見
解
は
。

３
歳
児
健
診
に
お
い
て
、弱
視
が
見
過
ご
さ
れ
て

３
歳
児
健
診
に
お
い
て
、弱
視
が
見
過
ご
さ
れ
て

い
る
可
能
性
が
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、保

い
る
可
能
性
が
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、保

護
者
に
対
し
３
歳
児
健
診
に
お
け
る
視
力
検
査
の
重

護
者
に
対
し
３
歳
児
健
診
に
お
け
る
視
力
検
査
の
重

要
性
に
つ
い
て
啓
発
す
る
と
と
も
に
、導
入
し
て
い

要
性
に
つ
い
て
啓
発
す
る
と
と
も
に
、導
入
し
て
い

る
市
町
村
の
状
況
や
眼
科
医
の
意
見
な
ど
を
伺
い
、

る
市
町
村
の
状
況
や
眼
科
医
の
意
見
な
ど
を
伺
い
、

屈
折
検
査
に
つ
い
て
総
合
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い

屈
折
検
査
に
つ
い
て
総
合
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

男
性
ト
イ
レ
へ
の

男
性
ト
イ
レ
へ
の

サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
設
置
を

サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
設
置
を

前
立
腺
が
ん
や
膀
胱
が
ん
の
手
術
後
、尿
漏
れ
パ

前
立
腺
が
ん
や
膀
胱
が
ん
の
手
術
後
、尿
漏
れ
パ

ッ
ド
を
着
用
す
る
こ
と
が
多
い
こ
と
の
認
識
は
あ
る

ッ
ド
を
着
用
す
る
こ
と
が
多
い
こ
と
の
認
識
は
あ
る

か
。
か
。近

年
、埼
玉
県
を
は
じ
め
千
葉
県
内
の
自
治
体
に

近
年
、埼
玉
県
を
は
じ
め
千
葉
県
内
の
自
治
体
に

お
い
て
も
庁
舎
等
の
公
共
施
設
で
男
子
ト
イ
レ
に
サ

お
い
て
も
庁
舎
等
の
公
共
施
設
で
男
子
ト
イ
レ
に
サ

ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
い
る
事
例
が
あ
り

ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
い
る
事
例
が
あ
り

ま
す
。そ
の
状
況
な
ど
か
ら
、お
む
つ
や
尿
漏
れ
パ

ま
す
。そ
の
状
況
な
ど
か
ら
、お
む
つ
や
尿
漏
れ
パ

ッ
ド
を
使
用
す
る
方
が
多
い
状
況
に
あ
る
と
の
認
識

ッ
ド
を
使
用
す
る
方
が
多
い
状
況
に
あ
る
と
の
認
識

を
持
っ
て
い
ま
す
。

を
持
っ
て
い
ま
す
。

尿
漏
れ
パ
ッ
ド
の
捨
て
る
場
所
に
困
っ
て
い
る
人

尿
漏
れ
パ
ッ
ド
の
捨
て
る
場
所
に
困
っ
て
い
る
人

の
た
め
に
公
共
施
設
の
男
子
ト
イ
レ
の
個
室
に
サ
ニ

の
た
め
に
公
共
施
設
の
男
子
ト
イ
レ
の
個
室
に
サ
ニ

タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
、

タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
、

見
解
は
。

見
解
は
。

公
共
施
設
を
所
管
す
る
各
施
設
管
理
担
当
に
お
い

公
共
施
設
を
所
管
す
る
各
施
設
管
理
担
当
に
お
い

て
、
ま
ず
は
、
多
目

て
、
ま
ず
は
、
多
目

的
ト
イ
レ
の
設
置
状

的
ト
イ
レ
の
設
置
状

況
や
主
要
管
理
等
の

況
や
主
要
管
理
等
の

実
情
を
確
認
の
上
、

実
情
を
確
認
の
上
、

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、

多
目
的
ト
イ
レ
の
整

多
目
的
ト
イ
レ
の
整

備
拡
充
を
図
る
中
で
、

備
拡
充
を
図
る
中
で
、

そ
の
設
置
、調
整
に

そ
の
設
置
、調
整
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

医
療
的
ケ
ア
児
支
援
の

医
療
的
ケ
ア
児
支
援
の

拡
充
を

拡
充
を

質問事項
◆子育て支援
◆子どもの健診
◆がん患者支援

田代
一男 たしろ かずお 議員
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13人の議員が一般質問

令和4年10月1日にオープンした
橘ふれあい公園パークゴルフ場

全
体
計
画
の
概
要
及
び
具
体
的
な
効
果
は
。　
　

全
体
計
画
の
概
要
及
び
具
体
的
な
効
果
は
。　
　

小
見
川
城
山
浄
水
場
に
つ
い
て
は
、施
設
の
耐
震

小
見
川
城
山
浄
水
場
に
つ
い
て
は
、施
設
の
耐
震

化
と
水
道
水
の
安
定
的
か
つ
効
率
的
な
供
給
を
目
的

化
と
水
道
水
の
安
定
的
か
つ
効
率
的
な
供
給
を
目
的

と
し
て
、更
新
工
事
を
行
う
も
の
で
す
。更
新
す
る

と
し
て
、更
新
工
事
を
行
う
も
の
で
す
。更
新
す
る

主
な
施
設
に
つ
い
て
は
、急
速
ろ
過
池
、配
水
池
、配

主
な
施
設
に
つ
い
て
は
、急
速
ろ
過
池
、配
水
池
、配

水
ポ
ン
プ
棟
な
ど
で
あ
り
、工
事
期
間
に
つ
い
て
は
、

水
ポ
ン
プ
棟
な
ど
で
あ
り
、工
事
期
間
に
つ
い
て
は
、

令
和
令
和
1010
年
度
ま
で
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。新
た
な

年
度
ま
で
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。新
た
な

浄
水
場
に
は
、高
度
浄
水
処
理
方
式
を
導
入
す
る
こ

浄
水
場
に
は
、高
度
浄
水
処
理
方
式
を
導
入
す
る
こ

と
に
よ
り
、浄
水
処
理
の
安
定
化
と
よ
り
安
全
で
お

と
に
よ
り
、浄
水
処
理
の
安
定
化
と
よ
り
安
全
で
お

い
し
い
水
道
水
の
供
給
が
図
ら
れ
ま
す
。

い
し
い
水
道
水
の
供
給
が
図
ら
れ
ま
す
。

全
体
経
費
の
内
訳
は
。

全
体
経
費
の
内
訳
は
。

浄
水
場
内
部
分
の
施
設
更
新
工
事
が
約

浄
水
場
内
部
分
の
施
設
更
新
工
事
が
約
8181
億
円
、

億
円
、

浄
水
場
外
部
分
の
天
日
乾
燥
床
施
設
工
事
が
約
４
億

浄
水
場
外
部
分
の
天
日
乾
燥
床
施
設
工
事
が
約
４
億

円
と
な
り
ま
す
。

円
と
な
り
ま
す
。

橘
ふ
れ
あ
い
公
園
全
体
計
画
の
概
要
は

橘
ふ
れ
あ
い
公
園
全
体
計
画
の
概
要
は

こ
の
公
園
は
完
成
し
た
場
合
、香
取
市
有
数
の
観

こ
の
公
園
は
完
成
し
た
場
合
、香
取
市
有
数
の
観

光
施
設
と
な
り
得
る
。そ
の
計
画
の
概
要
は
。

光
施
設
と
な
り
得
る
。そ
の
計
画
の
概
要
は
。

橘
ふ
れ
あ
い
公
園
に
体
験
学
習
施
設
、パ
ー
ク
ゴ

橘
ふ
れ
あ
い
公
園
に
体
験
学
習
施
設
、パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
、キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
を
整
備
し
、幅
広
い
世

ル
フ
場
、キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
を
整
備
し
、幅
広
い
世

代
の
市
民
利
用
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、市
外
か
ら
の

代
の
市
民
利
用
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、市
外
か
ら
の

来
訪
者
を
誘
致
し
て
交
流
人
口
の
拡
大
を
促
進
す
る

来
訪
者
を
誘
致
し
て
交
流
人
口
の
拡
大
を
促
進
す
る

な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
方
々
に
利
用
さ
れ
る
公
園
で
あ

な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
方
々
に
利
用
さ
れ
る
公
園
で
あ

る
こ
と
を
重
視
し
た
計
画
と
し
て
い
ま
す
。

る
こ
と
を
重
視
し
た
計
画
と
し
て
い
ま
す
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
利
用
料
金
は
、市
内
一
般
一

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
利
用
料
金
は
、市
内
一
般
一

日
１
２
０
０
円
、中
学
生
以
下
一
日
６
０
０
円
、市

日
１
２
０
０
円
、中
学
生
以
下
一
日
６
０
０
円
、市

外
一
般
１
６
０
０
円
、中
学
生
以
下
一
日
８
０
０
円

外
一
般
１
６
０
０
円
、中
学
生
以
下
一
日
８
０
０
円

で
す
が
、私
は
こ
の
料
金
が
適
正
料
金
と
思
う
が
、

で
す
が
、私
は
こ
の
料
金
が
適
正
料
金
と
思
う
が
、

る
市
町
村
の
状
況
や
眼
科
医
の
意
見
な
ど
を
伺
い
、

屈
折
検
査
に
つ
い
て
総
合
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

男
性
ト
イ
レ
へ
の

サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
設
置
を

前
立
腺
が
ん
や
膀
胱
が
ん
の
手
術
後
、尿
漏
れ
パ

ッ
ド
を
着
用
す
る
こ
と
が
多
い
こ
と
の
認
識
は
あ
る

か
。近

年
、埼
玉
県
を
は
じ
め
千
葉
県
内
の
自
治
体
に

お
い
て
も
庁
舎
等
の
公
共
施
設
で
男
子
ト
イ
レ
に
サ

ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
い
る
事
例
が
あ
り

ま
す
。そ
の
状
況
な
ど
か
ら
、お
む
つ
や
尿
漏
れ
パ

ッ
ド
を
使
用
す
る
方
が
多
い
状
況
に
あ
る
と
の
認
識

を
持
っ
て
い
ま
す
。

尿
漏
れ
パ
ッ
ド
の
捨
て
る
場
所
に
困
っ
て
い
る
人

の
た
め
に
公
共
施
設
の
男
子
ト
イ
レ
の
個
室
に
サ
ニ

タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
、

見
解
は
。

公
共
施
設
を
所
管
す
る
各
施
設
管
理
担
当
に
お
い

て
、
ま
ず
は
、
多
目

的
ト
イ
レ
の
設
置
状

況
や
主
要
管
理
等
の

実
情
を
確
認
の
上
、

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、

多
目
的
ト
イ
レ
の
整

備
拡
充
を
図
る
中
で
、

そ
の
設
置
、調
整
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

市
当
局
の
見
解
は
。

市
当
局
の
見
解
は
。

運
営
独
立
採
算

運
営
独
立
採
算

制
の
も
と
、指
定

制
の
も
と
、指
定

管
理
者
側
と
の
協

管
理
者
側
と
の
協

議
を
経
て
設
定
し

議
を
経
て
設
定
し

た
も
の
で
あ
る
た

た
も
の
で
あ
る
た

め
、適
正
な
利
用

め
、適
正
な
利
用

料
金
で
あ
る
と
考

料
金
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

え
て
い
ま
す
。

消
防
署
小
見
川
分
署
の
建
て
替
え
は

消
防
署
小
見
川
分
署
の
建
て
替
え
は

小
見
川
分
署
は
昭
和

小
見
川
分
署
は
昭
和
5454
年
に
建
設
さ
れ
、近
年
老

年
に
建
設
さ
れ
、近
年
老

朽
化
が
著
し
い
。令
和
４
年
２
月
に
建
て
替
え
の
方

朽
化
が
著
し
い
。令
和
４
年
２
月
に
建
て
替
え
の
方

向
性
が
示
さ
れ
た
が
、そ
の
概
要
は
。

向
性
が
示
さ
れ
た
が
、そ
の
概
要
は
。

小
見
川
支
所
南
東
側
に
あ
る
市
有
地
を
建
設
予
定

小
見
川
支
所
南
東
側
に
あ
る
市
有
地
を
建
設
予
定

地
と
し
、現
在
、設
計
業
務
お
よ
び
測
量
業
務
を
行

地
と
し
、現
在
、設
計
業
務
お
よ
び
測
量
業
務
を
行

っ
て
お
り
、令
和
５
年
度
、６
年
度
の
庁
舎
建
設
工

っ
て
お
り
、令
和
５
年
度
、６
年
度
の
庁
舎
建
設
工

事
に
向
け
て
順
調
に
事
業
を
進
め
て
い
る
と
香
取
広

事
に
向
け
て
順
調
に
事
業
を
進
め
て
い
る
と
香
取
広

域
市
町
村
圏
事
務
組
合
消
防
本
部
か
ら
の
報
告
を
受

域
市
町
村
圏
事
務
組
合
消
防
本
部
か
ら
の
報
告
を
受

け
て
い
ま
す
。

け
て
い
ま
す
。

小
見
川
地
区
黒
部
川
に
お
け
る
今
後
の
水
上
ス
ポ

小
見
川
地
区
黒
部
川
に
お
け
る
今
後
の
水
上
ス
ポ

ー
ツ
の
方
向
性
は
。

ー
ツ
の
方
向
性
は
。

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、水
辺
の
体
験
や
ボ
ー
ト
、

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、水
辺
の
体
験
や
ボ
ー
ト
、

カ
ヌ
ー
教
室
を
通
じ
多
く
の
皆
さ
ん
に
興
味
や
関

カ
ヌ
ー
教
室
を
通
じ
多
く
の
皆
さ
ん
に
興
味
や
関

心
が
高
ま
る
普
及
促
進
に
取
り
組
ん
で
お
り
、今
後

心
が
高
ま
る
普
及
促
進
に
取
り
組
ん
で
お
り
、今
後

も
、水
上
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
を
市
内
外
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等

も
、水
上
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
を
市
内
外
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等

で
情
報
発
信
も
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

で
情
報
発
信
も
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

ま
す
。

質問事項
◆小見川城山浄水場の建替え工事
◆山田地区橘ふれあい公園パークゴルフ場の効率
的運用
◆消防署小見川分署の建替え
◆小見川地区黒部川の有効活用

小
見
川
城
山
浄
水
場

小
見
川
城
山
浄
水
場

建
て
替
え
工
事
の
概
要
は

建
て
替
え
工
事
の
概
要
は高木　寛

たかぎ ひろし 議員
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橘ふれあい公園キャンプ場予定地

黒
部
川
左
岸
土
地
改
良
区
第
三
地
区
の
基
盤
整
備

黒
部
川
左
岸
土
地
改
良
区
第
三
地
区
の
基
盤
整
備

事
業
の
進
捗
状
況
は
。

事
業
の
進
捗
状
況
は
。

平
成
平
成
2929
年
度
か
ら
令
和
元
年
度
に
か
け
て
基
盤
整

年
度
か
ら
令
和
元
年
度
に
か
け
て
基
盤
整

備
関
連
経
営
体
育
成
等
促
進
計
画
書
を
策
定
し
、こ

備
関
連
経
営
体
育
成
等
促
進
計
画
書
を
策
定
し
、こ

れ
を
も
と
に
令
和
元
年
度
か
ら
令
和
２
年
度
に
か
け

れ
を
も
と
に
令
和
元
年
度
か
ら
令
和
２
年
度
に
か
け

て
計
画
概
要
書
の
策
定
を
行
い
ま
し
た
。令
和
３
年

て
計
画
概
要
書
の
策
定
を
行
い
ま
し
た
。令
和
３
年

度
か
ら
は
基
盤
整
備
事
業
に
移
行
す
る
た
め
、県
と

度
か
ら
は
基
盤
整
備
事
業
に
移
行
す
る
た
め
、県
と

協
議
を
実
施
し
推
進
と
の
採
択
を
い
た
だ
い
た
こ
と

協
議
を
実
施
し
推
進
と
の
採
択
を
い
た
だ
い
た
こ
と

か
ら
、本
年
度
に
国
と
の
協
議
を
実
施
し
て
お
り
、

か
ら
、本
年
度
に
国
と
の
協
議
を
実
施
し
て
お
り
、

事
業
採
択
に
向
け
た
所
定
の
法
手
続
き
と
し
て
地
元

事
業
採
択
に
向
け
た
所
定
の
法
手
続
き
と
し
て
地
元

の
同
意
徴
収
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

の
同
意
徴
収
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

計
画
事
業
費
及
び
負
担
割
合
は
。

計
画
事
業
費
及
び
負
担
割
合
は
。

令
和
元
年
度
に
策
定
し
た
基
盤
整
備
事
業
に
係
る

令
和
元
年
度
に
策
定
し
た
基
盤
整
備
事
業
に
係
る

計
画
概
要
書
の
計
画
事
業
費
と
し
て

計
画
概
要
書
の
計
画
事
業
費
と
し
て
3838
億
５
７
７
０

億
５
７
７
０

万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、負
担
割
合
に
つ

万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、負
担
割
合
に
つ

い
て
は
、国

い
て
は
、国
5555
％
、県
％
、県
3030
％
、市
％
、市
1010
％
、地
元
５
％
と

％
、地
元
５
％
と

な
り
ま
す
。

な
り
ま
す
。

今
後
、事
業
を
進
め
る
上
で
想
定
さ
れ
る
課
題
や

今
後
、事
業
を
進
め
る
上
で
想
定
さ
れ
る
課
題
や

そ
の
解
決
策
は
。

そ
の
解
決
策
は
。

現
在
、該
当
地
区
に
お
い
て
未
相
続
の
農
地
が
あ

現
在
、該
当
地
区
に
お
い
て
未
相
続
の
農
地
が
あ

る
こ
と
か
ら
、こ
の
同
意
徴
収
を
効
率
的
に
行
う
こ

る
こ
と
か
ら
、こ
の
同
意
徴
収
を
効
率
的
に
行
う
こ

と
が
工
事
に
入
る
時
期
を
早
め
る
近
道
に
な
る
と
考

と
が
工
事
に
入
る
時
期
を
早
め
る
近
道
に
な
る
と
考

え
ま
す
。未
相
続
の
同
意
徴
収
に
つ
い
て
は
、相
続

え
ま
す
。未
相
続
の
同
意
徴
収
に
つ
い
て
は
、相
続

権
の
あ
る
全
て
の
方
の
中
で
代
表
者
を
決
定
し
、そ

権
の
あ
る
全
て
の
方
の
中
で
代
表
者
を
決
定
し
、そ

の
代
表
者
に
委
任
し
て
同
意
徴
収
を
実
施
す
る
方
法

の
代
表
者
に
委
任
し
て
同
意
徴
収
を
実
施
す
る
方
法

な
ど
が
あ
り
ま
す
。な
お
、事
業
推
進
や
事
務
の
効

な
ど
が
あ
り
ま
す
。な
お
、事
業
推
進
や
事
務
の
効

率
化
を
図
る
上
で
も
専
門
の
事
務
員
を
雇
用
す
る
こ

率
化
を
図
る
上
で
も
専
門
の
事
務
員
を
雇
用
す
る
こ

と
が
有
効
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

と
が
有
効
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

橘
ふ
れ
あ
い
公
園
全
体
の

橘
ふ
れ
あ
い
公
園
全
体
の

整
備
事
業
計
画
は

整
備
事
業
計
画
は

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を
利
用
す
る
際
の
受
付
体
制
は
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を
利
用
す
る
際
の
受
付
体
制
は
。

受
付
に
つ
い
て
は
、指
定
管
理
者
が
対
応
し
ま
す
。

受
付
に
つ
い
て
は
、指
定
管
理
者
が
対
応
し
ま
す
。

流
れ
と
し
て
は
、券
売
機
で
利
用
券
を
購
入
後
、利

流
れ
と
し
て
は
、券
売
機
で
利
用
券
を
購
入
後
、利

用
申
請
簿
に
氏
名
等
の
必
要
事
項
を
記
入
し
て
い
た

用
申
請
簿
に
氏
名
等
の
必
要
事
項
を
記
入
し
て
い
た

だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。な
お
、事
前
に
登
録
カ
ー

だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。な
お
、事
前
に
登
録
カ
ー

ド
を
取
得
し
ま
す
と
、受
付
時
に
登
録
カ
ー
ド
を
確

ド
を
取
得
し
ま
す
と
、受
付
時
に
登
録
カ
ー
ド
を
確

認
す
る
こ
と
で
利
用
申
請
の
一
部
を
省
略
す
る
こ
と

認
す
る
こ
と
で
利
用
申
請
の
一
部
を
省
略
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

来
年
４
月
オ
ー
プ
ン
予
定
の
キ
ャ
ン
プ
場
の
区
画

来
年
４
月
オ
ー
プ
ン
予
定
の
キ
ャ
ン
プ
場
の
区
画

数
は
。

数
は
。

電
源
を
備
え
た
区
画
内
に
車
両
の
駐
車
が
可
能
な

電
源
を
備
え
た
区
画
内
に
車
両
の
駐
車
が
可
能
な

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

サ
イ
ト
を

サ
イ
ト
を
2020
区
画
、

区
画
、

通
常
の
キ
ャ
ン
プ

通
常
の
キ
ャ
ン
プ

サ
イ
ト
を

サ
イ
ト
を
4040
区
画
区
画

と
し
て
整
備
し
て

と
し
て
整
備
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、

い
ま
す
。
ま
た
、

雨
天
時
に
お
い
て

雨
天
時
に
お
い
て

も
対
応
可
能
な
バ

も
対
応
可
能
な
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
棟
を

ー
ベ
キ
ュ
ー
棟
を

１
棟
設
け
る
予
定

１
棟
設
け
る
予
定

で
す
。

で
す
。

里
山
の
整
備
状
況
は
。

里
山
の
整
備
状
況
は
。

平
成
平
成
2323
年
度
に
散
策
路
や
休
憩
場
所
と
な
る
あ
ず

年
度
に
散
策
路
や
休
憩
場
所
と
な
る
あ
ず

ま
や
、ベ
ン
チ
な
ど
の
環
境
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
や
、ベ
ン
チ
な
ど
の
環
境
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

質問事項
◆黒部川左岸土地改良区基盤整備事業
◆橘ふれあい公園整備事業

成毛
伸吉 なるけ のぶよし 議員

黒
部
川
左
岸
土
地
改
良
区
の

黒
部
川
左
岸
土
地
改
良
区
の

基
盤
整
備
事
業
へ
の
支
援
を

基
盤
整
備
事
業
へ
の
支
援
を
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9月定例会  13人の議員が一般質問

小見川高校

買
い
物
に
も
利
用
で
き
る
よ
う
に

買
い
物
に
も
利
用
で
き
る
よ
う
に

独
居
世
帯
や
高
齢
者
世
帯
へ
の
タ
ク
シ
ー
券
は
、

独
居
世
帯
や
高
齢
者
世
帯
へ
の
タ
ク
シ
ー
券
は
、

通
院
の
み
に
限
定
さ
れ
て
い
る
の
で
買
い
物
に
も
認

通
院
の
み
に
限
定
さ
れ
て
い
る
の
で
買
い
物
に
も
認

め
て
ほ
し
い
、で
き
れ
ば
公
民
館
の
サ
ー
ク
ル
活
動

め
て
ほ
し
い
、で
き
れ
ば
公
民
館
の
サ
ー
ク
ル
活
動

に
も
認
め
て
ほ
し
い
。高
齢
者
が
運
転
免
許
証
を
返

に
も
認
め
て
ほ
し
い
。高
齢
者
が
運
転
免
許
証
を
返

納
し
て
も
、健
康
で
元
気
に
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う

納
し
て
も
、健
康
で
元
気
に
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う

高
齢
者
通
院
タ
ク
シ
ー
券
の
目
的
を
通
院
に
こ
だ
わ

高
齢
者
通
院
タ
ク
シ
ー
券
の
目
的
を
通
院
に
こ
だ
わ

ら
ず
、買
い
物
等
に
も
ぜ
ひ
拡
大
を
。

ら
ず
、買
い
物
等
に
も
ぜ
ひ
拡
大
を
。

市
に
お
い
て
は
、免
許
証
返
納
を
す
る
と
移
動
手

市
に
お
い
て
は
、免
許
証
返
納
を
す
る
と
移
動
手

段
が
な
く
な
り
、生
活
に
支
障
を
来
す
地
域
も
あ
る

段
が
な
く
な
り
、生
活
に
支
障
を
来
す
地
域
も
あ
る

の
が
現
状
で
す
。こ
の
こ
と
に
よ
り
、高
齢
者
の
生

の
が
現
状
で
す
。こ
の
こ
と
に
よ
り
、高
齢
者
の
生

活
の
質
の
維
持
向
上
を
考
え
、公
共
交
通
分
野
で
の

活
の
質
の
維
持
向
上
を
考
え
、公
共
交
通
分
野
で
の

対
応
を
含
め
、買
い
物
や
会
合
等
へ
の
参
加
な
ど
利

対
応
を
含
め
、買
い
物
や
会
合
等
へ
の
参
加
な
ど
利

用
使
途
を
限
定
し
な
い
タ
ク
シ
ー
券
利
用
の
充
実
に

用
使
途
を
限
定
し
な
い
タ
ク
シ
ー
券
利
用
の
充
実
に

つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

 
小
見
川
高
校
に
看
護
科
設
置
を

小
見
川
高
校
に
看
護
科
設
置
を

香
取
市
の
地
元
で
看
護
師
を
育
成
し
て
い
く
看
護

香
取
市
の
地
元
で
看
護
師
を
育
成
し
て
い
く
看
護

師
確
保
の
必
要
性
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

師
確
保
の
必
要
性
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

る
か
。

香
取
地
域
に
お
い
て
は
、一
定
程
度
の
看
護
師
が

香
取
地
域
に
お
い
て
は
、一
定
程
度
の
看
護
師
が

い
る
も
の
の
、今
後
は
、退
職
者
の
増
加
な
ど
に
よ

い
る
も
の
の
、今
後
は
、退
職
者
の
増
加
な
ど
に
よ

り
引
き
続
き
看
護
師
確
保
は
重
要
に
な
る
も
の
と
考

り
引
き
続
き
看
護
師
確
保
は
重
要
に
な
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。令
和
４
年
３
月
に
、県
に
お
い
て
策

え
て
い
ま
す
。令
和
４
年
３
月
に
、県
に
お
い
て
策

定
さ
れ
た
県
立
高
校
改
革
推
進
プ
ラ
ン
の
第
１
次
実

定
さ
れ
た
県
立
高
校
改
革
推
進
プ
ラ
ン
の
第
１
次
実

施
プ
ロ
グ
ラ
ム
案
が
７
月
に
公
表
さ
れ
、そ
れ
に
よ

施
プ
ロ
グ
ラ
ム
案
が
７
月
に
公
表
さ
れ
、そ
れ
に
よ

る
と
、令
和
６
年
度
に
小
見
川
高
校
に
医
療
コ
ー
ス

る
と
、令
和
６
年
度
に
小
見
川
高
校
に
医
療
コ
ー
ス

が
設
置
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
医
療

が
設
置
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
医
療

コ
ー
ス
は
、准
看
護
師
や
正
看
護
師
の
資
格
取
得
ま

コ
ー
ス
は
、准
看
護
師
や
正
看
護
師
の
資
格
取
得
ま

で
を
目
指
す
も
の
で
は
な
く
、看
護
師
や
医
療
従
事

で
を
目
指
す
も
の
で
は
な
く
、看
護
師
や
医
療
従
事

者
へ
の
意
欲
を
醸
成
し
、地
域
医
療
に
貢
献
す
る
人

者
へ
の
意
欲
を
醸
成
し
、地
域
医
療
に
貢
献
す
る
人

材
育
成
を
図
る
た
め
の
コ
ー
ス
と
の
こ
と
で
あ
り
、

材
育
成
を
図
る
た
め
の
コ
ー
ス
と
の
こ
と
で
あ
り
、

今
後
の
動
向
に
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
の
動
向
に
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

小
見
川
高
校
で
准
看
護
師
資
格
を
取
得
し
、香
取

小
見
川
高
校
で
准
看
護
師
資
格
を
取
得
し
、香
取

お
み
が
わ
医
療
セ
ン
タ
ー
附
属
看
護
専
門
学
校
で
正

お
み
が
わ
医
療
セ
ン
タ
ー
附
属
看
護
専
門
学
校
で
正

看
護
師
資
格
を
取
得
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

看
護
師
資
格
を
取
得
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

医
療
コ
ー
ス
の
提
案
か
ら
さ
ら
に
看
護
科
設
置
に
進

医
療
コ
ー
ス
の
提
案
か
ら
さ
ら
に
看
護
科
設
置
に
進

め
て
い
た
だ
き
た
い
。

め
て
い
た
だ
き
た
い
。

今
後
に
つ
い
て
は
、医
療
コ
ー
ス
の
取
り
組
み
状

今
後
に
つ
い
て
は
、医
療
コ
ー
ス
の
取
り
組
み
状

況
等
を
踏
ま
え
、看
護
師
養
成
学
科
を
設
置
す
る
こ

況
等
を
踏
ま
え
、看
護
師
養
成
学
科
を
設
置
す
る
こ

と
を
県
に
対
し
要
望
す
る
場
合
に
は
、准
看
護
師
を

と
を
県
に
対
し
要
望
す
る
場
合
に
は
、准
看
護
師
を

養
成
す
る
学
科
と
す
る
の
か
、正
看
護
師
を
養
成
す

養
成
す
る
学
科
と
す
る
の
か
、正
看
護
師
を
養
成
す

る
学
科
と
す
る
の
か
、県
や
香
取
郡
市
医
師
会
、香

る
学
科
と
す
る
の
か
、県
や
香
取
郡
市
医
師
会
、香

取
お
み
が
わ
医
療
セ
ン
タ
ー
等
の
関
係
機
関
と
も
十

取
お
み
が
わ
医
療
セ
ン
タ
ー
等
の
関
係
機
関
と
も
十

分
な
協
議
を
し
た
上
で
要
望
し
て
い
き
た
い
と
考
え

分
な
協
議
を
し
た
上
で
要
望
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

て
お
り
ま
す
。

高
齢
者
通
院
タ
ク
シ
ー
券

高
齢
者
通
院
タ
ク
シ
ー
券

の
目
的
拡
大
を

の
目
的
拡
大
を

質問事項
◆小見川高校への看護科設置
◆市内公共交通の整備
◆高齢者通院タクシー券の拡大

久保木
宗一くぼき そういち 議員

かとり市議会だより No.679



香取小江戸マラソン
（令和元年12月8日開催）

自
動
運
転
技
術
の
活
用
を
令
和
元
年
９
月
の
一
般

自
動
運
転
技
術
の
活
用
を
令
和
元
年
９
月
の
一
般

質
問
で
提
案
し
た
が
、今
年
の
市
長
選
挙
で
市
長
が

質
問
で
提
案
し
た
が
、今
年
の
市
長
選
挙
で
市
長
が

自
動
運
転
バ
ス
導
入
を
選
挙
公
報
に
掲
げ
当
選
さ
れ

自
動
運
転
バ
ス
導
入
を
選
挙
公
報
に
掲
げ
当
選
さ
れ

た
。香
取
市
で
の
導
入
は
。

た
。香
取
市
で
の
導
入
は
。

市
の
循
環
バ
ス
路
線
で
の
活
用
は
、コ
ス
ト
面
の
優

市
の
循
環
バ
ス
路
線
で
の
活
用
は
、コ
ス
ト
面
の
優

位
性
、給
電
設
備
の
設
置
な
ど
具
体
的
な
導
入
に
は
引

位
性
、給
電
設
備
の
設
置
な
ど
具
体
的
な
導
入
に
は
引

き
続
き
十
分
な
調
査
研
究
が
必
要
と
な
り
ま
す
。導
入

き
続
き
十
分
な
調
査
研
究
が
必
要
と
な
り
ま
す
。導
入

に
向
け
て
は
、運
行
事
業
者
と
の
情
報
交
換
お
よ
び
協

に
向
け
て
は
、運
行
事
業
者
と
の
情
報
交
換
お
よ
び
協

議
等
を
行
う
な
ど
、是
非
を
含
め
計
画
的
か
つ
具
体
的

議
等
を
行
う
な
ど
、是
非
を
含
め
計
画
的
か
つ
具
体
的

に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

Ｄ
Ｘ
戦
略
等
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
方
針
を
策
定
し
た

Ｄ
Ｘ
戦
略
等
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
方
針
を
策
定
し
た

自
治
体
も
多
い
が
、検
討
状
況
は
。

自
治
体
も
多
い
が
、検
討
状
況
は
。

現
在
、市
に
お
い
て
は
、住
民
記
録
等
の
自
治
体

現
在
、市
に
お
い
て
は
、住
民
記
録
等
の
自
治
体

情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
・
共
通
化
に
着
手
し
た
ほ

情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
・
共
通
化
に
着
手
し
た
ほ

か
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
に
鋭
意
取

か
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
に
鋭
意
取

り
組
む
と
と
も
に
行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
つ

り
組
む
と
と
も
に
行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
つ

い
て
も
、利
用
可
能
な
手
続
に
つ
い
て
順
次
拡
大
を

い
て
も
、利
用
可
能
な
手
続
に
つ
い
て
順
次
拡
大
を

図
っ
て
い
ま
す
。今
後
、市
と
し
て
の
Ｄ
Ｘ
推
進
方

図
っ
て
い
ま
す
。今
後
、市
と
し
て
の
Ｄ
Ｘ
推
進
方

針
を
策
定
し
、そ
の
一
層
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り

針
を
策
定
し
、そ
の
一
層
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

安
心
安
全
の
た
め
の
万
全
な

安
心
安
全
の
た
め
の
万
全
な

災
害
対
策
を

災
害
対
策
を

避
難
所
で
の
女
性
専
用
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
に
つ
い

避
難
所
で
の
女
性
専
用
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
に
つ
い

て
令
和
元
年

て
令
和
元
年
1212
月
定
例
会
で
要
望
し
た
が
、設
置
状

月
定
例
会
で
要
望
し
た
が
、設
置
状

況
は
。

況
は
。

女
性
専
用
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
に
つ
い
て
は
、職
員

女
性
専
用
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
に
つ
い
て
は
、職
員

向
け
の
避
難
所
開
設
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
中
で
女
性
専
用

向
け
の
避
難
所
開
設
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
中
で
女
性
専
用

ス
ペ
ー
ス
の
設
置
を
示
し
て
お
り
、パ
ー
テ
ィ
シ
ョ

ス
ペ
ー
ス
の
設
置
を
示
し
て
お
り
、パ
ー
テ
ィ
シ
ョ

ン
を
併
せ
て
使
用
す
る
こ
と
で
専
用
ス
ペ
ー
ス
を
確

ン
を
併
せ
て
使
用
す
る
こ
と
で
専
用
ス
ペ
ー
ス
を
確

保
し
て
い
ま
す
。

保
し
て
い
ま
す
。

香
取
市
防
災
情
報

香
取
市
防
災
情
報
t
w
i
t
t
e
r
の
活
用
は
平
常

の
活
用
は
平
常

時
か
ら
の
情
報
発
信
が
肝
要
。今
後
の
運
用
方
針
は
。

時
か
ら
の
情
報
発
信
が
肝
要
。今
後
の
運
用
方
針
は
。

防
災
情
報
ツ
イ
ッ
タ
ー
の
運
用
方
針
と
し
て
、平

防
災
情
報
ツ
イ
ッ
タ
ー
の
運
用
方
針
と
し
て
、平

常
時
に
は
防
災
啓
発
に
関
す
る
情
報
を
発
信
す
る
こ

常
時
に
は
防
災
啓
発
に
関
す
る
情
報
を
発
信
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
よ
う
取
り

と
と
し
て
お
り
、さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
よ
う
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

災
害
時
に
正
確
で
十
分
な
情
報
を
迅
速
に
伝
え
る

災
害
時
に
正
確
で
十
分
な
情
報
を
迅
速
に
伝
え
る

た
め
に
は

た
め
に
は
S
N
S
と
Y
o
u
T
u
b
e
等
の
動
画

等
の
動
画

を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
る
が
、検

を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
る
が
、検

討
状
況
は
。

討
状
況
は
。

災
害
の
規
模
、状
況
に
よ
っ
て
は
有
効
な
情
報
伝

災
害
の
規
模
、状
況
に
よ
っ
て
は
有
効
な
情
報
伝

達
手
段
と
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、先
進
事

達
手
段
と
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、先
進
事

例
等
を
参
考
に
調
査
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

例
等
を
参
考
に
調
査
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
徹
底
を

対
策
の
徹
底
を

感
染
症
対
策
を
行
っ
た
上
で
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
開

感
染
症
対
策
を
行
っ
た
上
で
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
て
い
る
。今
後
開

催
さ
れ
て
い
る
。今
後
開

催
予
定
の
イ
ベ
ン
ト
は
。

催
予
定
の
イ
ベ
ン
ト
は
。

今
後
の
主
な
イ
ベ
ン
ト

今
後
の
主
な
イ
ベ
ン
ト

に
つ
い
て
は
、

に
つ
い
て
は
、1010
月
2929
日

か
ら
か
ら
1111
月
1313
日
の
間
に
香

日
の
間
に
香

取
市
民
文
化
祭
、

取
市
民
文
化
祭
、1212
月
1111

日
の
香
取
小
江
戸
マ
ラ
ソ

日
の
香
取
小
江
戸
マ
ラ
ソ

ン
な
ど
の
開
催
を
予
定
し

ン
な
ど
の
開
催
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

新
し
い
技
術
の

新
し
い
技
術
の

思
い
切
っ
た
活
用
と

思
い
切
っ
た
活
用
と

Ｄ
Ｘ
の
推
進
を

Ｄ
Ｘ
の
推
進
を

質問事項
◆災害対策・安心安全なまちづくり
◆新しい技術の活用とＤＸ
◆新型コロナウイルス感染症対策

加藤
裕太 かとう ゆうた 議員
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9月定例会  13人の議員が一般質問

周
辺
自
治
体
で
実
施
し
て
い
る
補
助

周
辺
自
治
体
で
実
施
し
て
い
る
補
助

制
度
を
踏
ま
え
、省
エ
ネ
等
さ
ら
に

制
度
を
踏
ま
え
、省
エ
ネ
等
さ
ら
に

充
実
し
た
補
助
制
度
を

充
実
し
た
補
助
制
度
を

市
長
は「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
」要
望
を
ど
の
よ

市
長
は「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
」要
望
を
ど
の
よ

う
に
お
考
え
か
。

う
に
お
考
え
か
。

今
後
、引
き
続
き
住
宅
の
耐
震
化
を
進
め
、人
口

今
後
、引
き
続
き
住
宅
の
耐
震
化
を
進
め
、人
口

減
少
対
策
や
子
育
て
支
援
、移
住
定
住
施
策
の
推
進

減
少
対
策
や
子
育
て
支
援
、移
住
定
住
施
策
の
推
進

な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
政
策
課
題
に
対
し
住
宅
リ
フ
ォ

な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
政
策
課
題
に
対
し
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
助
成
の
有
効
性
に
つ
い
て
研
究
し
て
ま
い
り
た

ー
ム
助
成
の
有
効
性
に
つ
い
て
研
究
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

先
の
参
議
院
議
員
選
挙
の
市
の「
投
票
率
」は
、県

先
の
参
議
院
議
員
選
挙
の
市
の「
投
票
率
」は
、県

下
の
最
下
位
か
ら
２
番
目
。低
迷
し
た
結
果
を
ど
の

下
の
最
下
位
か
ら
２
番
目
。低
迷
し
た
結
果
を
ど
の

よ
う
に
検
証
・
分
析
し
、今
後
の
取
り
組
み
を
問
い

よ
う
に
検
証
・
分
析
し
、今
後
の
取
り
組
み
を
問
い

ま
す
。

ま
す
。

７
月
７
月
1010
日
に
執
行
し
た
参
議
院
議
員
選
挙
の
投
票

日
に
執
行
し
た
参
議
院
議
員
選
挙
の
投
票

率
は
率
は
4242
・
7575
％
で
あ
り
、前
回
と
比
べ
て
１
・

％
で
あ
り
、前
回
と
比
べ
て
１
・
7979
ポ
イ
ポ
イ

ン
ト
上
回
り
ま
し
た
が
、県
平
均
投
票
率

ン
ト
上
回
り
ま
し
た
が
、県
平
均
投
票
率
5050
・
0101
％

と
比
較
す
る
と
７
・

と
比
較
す
る
と
７
・
2626
ポ
イ
ン
ト
下
回
る
結
果
と
な

ポ
イ
ン
ト
下
回
る
結
果
と
な

り
ま
し
た
。投
票
率
向
上
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

り
ま
し
た
。投
票
率
向
上
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
広
報
か
と
り
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲

引
き
続
き
広
報
か
と
り
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲

載
お
よ
び
防
災
行
政
無
線
や
広
報
車
に
よ
る
呼
び
か

載
お
よ
び
防
災
行
政
無
線
や
広
報
車
に
よ
る
呼
び
か

け
な
ど
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

け
な
ど
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
休
日
等
の

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
休
日
等
の

地
域
利
用
は
で
き
な
い
か

地
域
利
用
は
で
き
な
い
か

現
在
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
等
の
保
有
状
況
は
、ど
う

現
在
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
等
の
保
有
状
況
は
、ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

な
っ
て
い
る
か
。

令
和
４
年
９
月
現
在
の
導
入
台
数
に
つ
い
て
は
、

令
和
４
年
９
月
現
在
の
導
入
台
数
に
つ
い
て
は
、

小
学
校
が
７
校
で

小
学
校
が
７
校
で
2828
台
、中
学
校
が
１
校
で
３
台
、

台
、中
学
校
が
１
校
で
３
台
、

合
計
台
数
は

合
計
台
数
は
3131
台
と
な
っ
て
い
ま
す
。

台
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
地
域
利
用
で
、ど
の
よ
う
な
制

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
地
域
利
用
で
、ど
の
よ
う
な
制

約
が
あ
る
の
か
。

約
が
あ
る
の
か
。

無
償
に
よ
る
目
的
外
利
用
で
運
行
す
る
場
合
、届

無
償
に
よ
る
目
的
外
利
用
で
運
行
す
る
場
合
、届

出
書
を
国
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

出
書
を
国
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

児
童
生
徒
の
送
迎
以
外
に
利
用
す
る
場
合
に
つ
い
て

児
童
生
徒
の
送
迎
以
外
に
利
用
す
る
場
合
に
つ
い
て

は
、運
行
委
託
業
者
と
の
契
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

は
、運
行
委
託
業
者
と
の
契
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

有
償
で
の
運
行
の
場
合
、ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
利
用
す

有
償
で
の
運
行
の
場
合
、ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
利
用
す

る
児
童
生
徒
の
登
下
校
に
支
障
を
来
さ
な
い
こ
と
な

る
児
童
生
徒
の
登
下
校
に
支
障
を
来
さ
な
い
こ
と
な

ど
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。

ど
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。

市
職
員
の
定
数
管
理
で
、削
減
計
画
の
見
直
し
ま

市
職
員
の
定
数
管
理
で
、削
減
計
画
の
見
直
し
ま

た
は
一
端
凍
結
の
考
え
は
あ
る
か
。

た
は
一
端
凍
結
の
考
え
は
あ
る
か
。

業
務
量
に
応
じ
た
適
正
な
職
員
数
を
配
置
し
、行

業
務
量
に
応
じ
た
適
正
な
職
員
数
を
配
置
し
、行

政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
と
認
識
し
て
お
り
、

政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
と
認
識
し
て
お
り
、

今
後
も
支
所
を
含
め
、デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
な
ど

今
後
も
支
所
を
含
め
、デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
な
ど

他
市
の
事
例
な
ど
を
参
考
に
研
究
を
進
め
、行
政
サ

他
市
の
事
例
な
ど
を
参
考
に
研
究
を
進
め
、行
政
サ

ー
ビ
ス
の
維
持
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

ー
ビ
ス
の
維
持
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

て
お
り
ま
す
。

市
長
の
職
員
に
対
す
る「
人
事
政
策
」は
、ど
の
よ

市
長
の
職
員
に
対
す
る「
人
事
政
策
」は
、ど
の
よ

う
な
内
容
か
お
考
え
を
尋
ね
ま
す
。

う
な
内
容
か
お
考
え
を
尋
ね
ま
す
。

市
に
お
い
て
は
、さ
ま
ざ
ま
な
行
政
課
題
等
の
解

市
に
お
い
て
は
、さ
ま
ざ
ま
な
行
政
課
題
等
の
解

決
に
迅
速
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

決
に
迅
速
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。今
後
、組
織
の
効
率
化
を
図
る
一
方
、職
員
一
人

す
。今
後
、組
織
の
効
率
化
を
図
る
一
方
、職
員
一
人

一
人
が
能
力
を
向
上
さ
せ
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
人
が
能
力
を
向
上
さ
せ
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、人
材
育
成
や
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
に
注

よ
う
、人
材
育
成
や
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
に
注

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

質問事項
◆住宅リフォームに係る「補助制度の抜本的拡充」
◆スクールバスの休日等の「地域バス」運行
◆先の参議院議員選挙における投票率の低迷の原因
◆職員の労働環境の向上と処遇の向上のために

「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
」

「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
」

助
成
制
度
の
創
設
を

助
成
制
度
の
創
設
を根本

義郎ねもと よしろう 議員

かとり市議会だより No.6711



小見川東小学校

ペ
ッ
ト
は
、家
族
で
す
。そ
の
家
族
が
避
難
所
に

ペ
ッ
ト
は
、家
族
で
す
。そ
の
家
族
が
避
難
所
に

入
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
と
な
れ
ば
、避
難
を
や
め

入
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
と
な
れ
ば
、避
難
を
や
め

る
、も
し
く
は
躊
躇
す
る
と
い
う
の
は
人
間
と
し
て

る
、も
し
く
は
躊
躇
す
る
と
い
う
の
は
人
間
と
し
て

当
然
の
反
応
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。そ
う
し
た
方
々

当
然
の
反
応
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。そ
う
し
た
方
々

の
不
安
を
払
拭
す
る
た
め
に
も
、市
に
は
積
極
的
に

の
不
安
を
払
拭
す
る
た
め
に
も
、市
に
は
積
極
的
に

ペ
ッ
ト
の
同
行
避
難
の
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い

ペ
ッ
ト
の
同
行
避
難
の
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。災
害
時
の
ペ
ッ
ト
同
行

た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。災
害
時
の
ペ
ッ
ト
同
行

避
難
に
つ
い
て
市
の
基
本
的
な
考
え
と
現
状
の
対
応

避
難
に
つ
い
て
市
の
基
本
的
な
考
え
と
現
状
の
対
応

に
つ
い
て
。

に
つ
い
て
。

国
に
お
い
て
、人
と
ペ
ッ
ト
の
災
害
対
策
ガ
イ
ド

国
に
お
い
て
、人
と
ペ
ッ
ト
の
災
害
対
策
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
改
定
し
て
お
り
、こ
の
中
で
、飼
い
主
が

ラ
イ
ン
を
改
定
し
て
お
り
、こ
の
中
で
、飼
い
主
が

自
ら
の
責
任
の
下
、災
害
を
乗
り
越
え
て
ペ
ッ
ト
を

自
ら
の
責
任
の
下
、災
害
を
乗
り
越
え
て
ペ
ッ
ト
を

適
切
に
飼
育
し
続
け
る
こ
と
、自
治
体
が
行
う
対
策

適
切
に
飼
育
し
続
け
る
こ
と
、自
治
体
が
行
う
対
策

の
目
的
は
、飼
い
主
に
よ
る
災
害
時
の
適
正
飼
育
を

の
目
的
は
、飼
い
主
に
よ
る
災
害
時
の
適
正
飼
育
を

支
援
す
る
と
同
時
に
、ペ
ッ
ト
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル

支
援
す
る
と
同
時
に
、ペ
ッ
ト
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル

を
最
小
化
さ
せ
、動
物
に
対
し
て
多
様
な
価
値
観
を

を
最
小
化
さ
せ
、動
物
に
対
し
て
多
様
な
価
値
観
を

有
す
る
人
々
が
共
に
災
害
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
よ
う

有
す
る
人
々
が
共
に
災
害
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
よ
う

に
支
援
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。市
と
し
て
は
、

に
支
援
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。市
と
し
て
は
、

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
考
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
考
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

ペ
ッ
ト
受
入
場
所
の
指
定
・
ペ
ッ
ト
同
行
専
用
避

ペ
ッ
ト
受
入
場
所
の
指
定
・
ペ
ッ
ト
同
行
専
用
避

難
所
の
設
定
は
可
能
か
。

難
所
の
設
定
は
可
能
か
。

市
に
お
い
て
、ペ
ッ
ト
同
行
者
専
用
の
避
難
所
は

市
に
お
い
て
、ペ
ッ
ト
同
行
者
専
用
の
避
難
所
は

設
置
し
て
い
ま
せ
ん
。避
難
所
の
運
営
が
長
期
に
わ

設
置
し
て
い
ま
せ
ん
。避
難
所
の
運
営
が
長
期
に
わ

た
る
場
合
、飼
い
主
が
相
互
に
協
力
し
て
ペ
ッ
ト
の

た
る
場
合
、飼
い
主
が
相
互
に
協
力
し
て
ペ
ッ
ト
の

管
理
を
行
う
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。ま
た
、避

管
理
を
行
う
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。ま
た
、避

難
に
つ
い
て
は
、安
全
地
域
に
所
在
す
る
親
戚
や
知

難
に
つ
い
て
は
、安
全
地
域
に
所
在
す
る
親
戚
や
知

人
宅
へ
の
ペ
ッ
ト
の
同
行
避
難
を
検
討
し
て
い
た
だ

人
宅
へ
の
ペ
ッ
ト
の
同
行
避
難
を
検
討
し
て
い
た
だ

く
と
い
っ
た
呼
び
か
け
も
大
変
重
要
で
あ
る
と
考
え

く
と
い
っ
た
呼
び
か
け
も
大
変
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

て
お
り
ま
す
。

学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て

学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て

小
見
川
東
小
学
校
の
保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の

小
見
川
東
小
学
校
の
保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の

内
容
と
結
果
は
。

内
容
と
結
果
は
。

小
見
川
東
小
学
校
は
、本
年
度
の
児
童
数
が

小
見
川
東
小
学
校
は
、本
年
度
の
児
童
数
が
8181
人

で
、３
年
生
が
０
人
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、統

で
、３
年
生
が
０
人
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、統

合
に
関
し
て
、保
護
者
の
皆
さ
ま
の
考
え
を
伺
う
た

合
に
関
し
て
、保
護
者
の
皆
さ
ま
の
考
え
を
伺
う
た

め
、在
校
児
童
の
保
護
者

め
、在
校
児
童
の
保
護
者
6464
名
及
び
、就
学
前
の
保

名
及
び
、就
学
前
の
保

護
者
護
者
2525
名
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

名
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

9191
％
の
皆
さ
ま
に
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
の

％
の
皆
さ
ま
に
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
の

結
果
、小
見
川
東
小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
、統
合

結
果
、小
見
川
東
小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
、統
合

は
必
要
な
い
が
約

は
必
要
な
い
が
約
5757
％
、統
合
は
必
要
が
約

％
、統
合
は
必
要
が
約
4343
％
と
％
と

な
り
、統
合
反
対
が
半
数
を
上
回
っ
た
こ
と
や
、こ

な
り
、統
合
反
対
が
半
数
を
上
回
っ
た
こ
と
や
、こ

れ
ま
で
、他
校
で
行
っ
て
き
た
統
合
へ
の
地
元
協
議

れ
ま
で
、他
校
で
行
っ
て
き
た
統
合
へ
の
地
元
協
議

の
経
験
を
踏
ま
え
、今
回
の
学
校
再
編
は
見
送
る
こ

の
経
験
を
踏
ま
え
、今
回
の
学
校
再
編
は
見
送
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

と
と
し
ま
し
た
。

質問事項
◆学校の統廃合
◆災害時対応

藤木
裕士

ペ
ッ
ト
同
行
避
難
所
に

ペ
ッ
ト
同
行
避
難
所
に

つ
い
て

つ
い
て

ふじき ひろのり 議員

かとり市議会だより No.67 12



9月定例会  13人の議員が一般質問

学校給食センター

学
校
給
食
は
、子
ど
も
の
成
長
に
と
っ
て
大
切
な

学
校
給
食
は
、子
ど
も
の
成
長
に
と
っ
て
大
切
な

教
育
的
要
素
で
あ
り
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
で
、児
童
生

教
育
的
要
素
で
あ
り
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
で
、児
童
生

徒
の
貧
困
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
。憲
法
で
は
、

徒
の
貧
困
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
。憲
法
で
は
、

義
務
教
育
は
こ
れ
を
無
償
と
す
る
と
規
定
し
て
い
ま

義
務
教
育
は
こ
れ
を
無
償
と
す
る
と
規
定
し
て
い
ま

す
。香
取
市
に
お
け
る
取
り
組
み
状
況
は
。

す
。香
取
市
に
お
け
る
取
り
組
み
状
況
は
。

現
在
、実
施
し
て
い
る
在
学
第
４
子
以
降
の
給
食

現
在
、実
施
し
て
い
る
在
学
第
４
子
以
降
の
給
食

費
無
償
化
に
加
え
、高
校
受
験
な
ど
を
控
え
る
保
護

費
無
償
化
に
加
え
、高
校
受
験
な
ど
を
控
え
る
保
護

者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、中
学
校
３
年
生
を
対

者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、中
学
校
３
年
生
を
対

象
と
し
た
無
償
化
を
実
施
し
た
上
で
、財
源
の
安
定

象
と
し
た
無
償
化
を
実
施
し
た
上
で
、財
源
の
安
定

的
な
確
保
と

的
な
確
保
と

併
せ
て
段
階

併
せ
て
段
階

的
に
無
償
化

的
に
無
償
化

の
実
施
範
囲

の
実
施
範
囲

を
拡
大
さ
せ

を
拡
大
さ
せ

な
が
ら
、
最

な
が
ら
、
最

終
的
に
完
全

終
的
に
完
全

無
償
化
を
目

無
償
化
を
目

指
し
て
取
り

指
し
て
取
り

組
ん
で
い
き

組
ん
で
い
き

ま
す
。

ま
す
。

府
馬
地
区
の
産
業
廃
棄
物
等
の
不
法
投
棄
に
対
す

府
馬
地
区
の
産
業
廃
棄
物
等
の
不
法
投
棄
に
対
す

る
香
取
市
、千
葉
県
、農
業
委
員
会
の
行
政
指
導
は
。

る
香
取
市
、千
葉
県
、農
業
委
員
会
の
行
政
指
導
は
。

不
法
投
棄
者
が
放
置
し
た
ま
ま
、何
ら
対
処
し
な
い

不
法
投
棄
者
が
放
置
し
た
ま
ま
、何
ら
対
処
し
な
い

で
逃
げ
切
ら
な
い
よ
う
に
指
導
の
強
化
を
。

で
逃
げ
切
ら
な
い
よ
う
に
指
導
の
強
化
を
。

こ
れ
ま
で
県
と
連
携
し
、行
為
者
と
の
面
接
や
指

こ
れ
ま
で
県
と
連
携
し
、行
為
者
と
の
面
接
や
指

導
の
確
認
を
行
っ
て
お
り
、農
業
委
員
会
お
よ
び
香

導
の
確
認
を
行
っ
て
お
り
、農
業
委
員
会
お
よ
び
香

取
農
業
事
務
所
に
よ
る
農
地
法
に
基
づ
く
指
導
の
ほ

取
農
業
事
務
所
に
よ
る
農
地
法
に
基
づ
く
指
導
の
ほ

か
、搬
入
土
砂
等
に
関
す
る
報
告
並
び
に
撤
去
に
関

か
、搬
入
土
砂
等
に
関
す
る
報
告
並
び
に
撤
去
に
関

す
る
報
告
書
の
提
出
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

す
る
報
告
書
の
提
出
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

残
土・再
生
土
規
制
条
例
制
定
へ
前
進

残
土・再
生
土
規
制
条
例
制
定
へ
前
進

残
土
規
制
条
例
案
は
、再
生
土
に
よ
る
埋
め
立
て

残
土
規
制
条
例
案
は
、再
生
土
に
よ
る
埋
め
立
て

は
禁
止
、周
辺
同
意
は
５
０
０
メ
ー
ト
ル
以
内
の
居

は
禁
止
、周
辺
同
意
は
５
０
０
メ
ー
ト
ル
以
内
の
居

住
者
等
の
８
割
以
上
の
同
意
が
必
要
な
ど
、重
要
な

住
者
等
の
８
割
以
上
の
同
意
が
必
要
な
ど
、重
要
な

要
件
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。制
定
に
向
け
た
進

要
件
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。制
定
に
向
け
た
進

捗
状
況
は
。

捗
状
況
は
。

市
に
お
い
て
は
、再
生
土
等
に
よ
る
埋
め
立
て
が

市
に
お
い
て
は
、再
生
土
等
に
よ
る
埋
め
立
て
が

平
成
平
成
2626
年
頃
か
ら
始
ま
り
、市
民
か
ら
は
さ
ま
ざ
ま

年
頃
か
ら
始
ま
り
、市
民
か
ら
は
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
や
不
安
が
寄
せ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。現
在
、

な
問
題
や
不
安
が
寄
せ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。現
在
、

着
実
に
準
備
を
進
め
て
お
り
、条
例
制
定
に
よ
り
市

着
実
に
準
備
を
進
め
て
お
り
、条
例
制
定
に
よ
り
市

民
の
健
康
や
生
活
の
安
全
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

民
の
健
康
や
生
活
の
安
全
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

生
活
環
境
の
保
全
に
対
す
る
市
の
姿
勢
を
示
し
て
い

生
活
環
境
の
保
全
に
対
す
る
市
の
姿
勢
を
示
し
て
い

き
ま
す
。

き
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
を
封
じ
込
め
る
に
は
、行
政
、医
療
・

新
型
コ
ロ
ナ
を
封
じ
込
め
る
に
は
、行
政
、医
療
・

保
健
機
関
、住
民
自
身
の
取
り
組
み
の
協
力
体
制
が

保
健
機
関
、住
民
自
身
の
取
り
組
み
の
協
力
体
制
が

必
要
で
す
。市
の
対
応
は
。

必
要
で
す
。市
の
対
応
は
。

県
に
お
い
て
検
査
キ
ッ
ト
配
付
・
陽
性
者
登
録
セ

県
に
お
い
て
検
査
キ
ッ
ト
配
付
・
陽
性
者
登
録
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
が
、市
と
し
て
は
こ

ン
タ
ー
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
が
、市
と
し
て
は
こ

の
周
知
に
努
め
、発
熱
外
来
の
負
担
軽
減
や
症
状
の

の
周
知
に
努
め
、発
熱
外
来
の
負
担
軽
減
や
症
状
の

あ
る
方
な
ど
の
支
援
に
結
び
つ
け
て
い
き
た
い
と
考

あ
る
方
な
ど
の
支
援
に
結
び
つ
け
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。Ｐ
Ｃ
Ｒ
の
検
査
体
制
の
促
進
に
つ

え
て
お
り
ま
す
。Ｐ
Ｃ
Ｒ
の
検
査
体
制
の
促
進
に
つ

い
て
は
、今
後
、香
取
保
健
所
な
ど
と
検
討
し
て
い

い
て
は
、今
後
、香
取
保
健
所
な
ど
と
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。ま
た
、ワ
ク
チ
ン
接

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。ま
た
、ワ
ク
チ
ン
接

種
率
の
向
上
に
つ
い
て
は
、３
回
目
接
種
を
受
け
て

種
率
の
向
上
に
つ
い
て
は
、３
回
目
接
種
を
受
け
て

い
な
い
方
へ
接
種
の
機
会
を
提
供
す
る
た
め
、若
年

い
な
い
方
へ
接
種
の
機
会
を
提
供
す
る
た
め
、若
年

層
限
定
の
臨
時
集
団
接
種
を
実
施
す
る
等
の
取
り
組

層
限
定
の
臨
時
集
団
接
種
を
実
施
す
る
等
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

質問事項
◆山田府馬地区（四ツ塚）の産業廃棄物等不法投棄
◆再生土・残土の搬入禁止条例制定に向けた取
り組み
◆学校給食費の無償化に向けた取り組み
◆新型コロナに対する市の取り組み

学
校
給
食
無
償
化
、

学
校
給
食
無
償
化
、

来
年
１
月

来
年
１
月

中
学
３
年
生
よ
り
実
施
へ

中
学
３
年
生
よ
り
実
施
へ宇井正一

うい しょういち 議員

かとり市議会だより No.6713



牧野の森

現
在
の
介
護
施
設
等
に
お
け
る
待
機
者
数
は
。

現
在
の
介
護
施
設
等
に
お
け
る
待
機
者
数
は
。

市
内
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、令

市
内
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、令

和
４
年
１
月
１
日
現
在
、２
７
３
名
の
待
機
者
が
お

和
４
年
１
月
１
日
現
在
、２
７
３
名
の
待
機
者
が
お

り
、グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
も
、全
体
的
に
や

り
、グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
も
、全
体
的
に
や

や
不
足
し
て
い
る
状
況
で
す
。

や
不
足
し
て
い
る
状
況
で
す
。

今
後
、高
齢
化
が
進
む
に
つ
れ
て
介
護
サ
ー
ビ
ス

今
後
、高
齢
化
が
進
む
に
つ
れ
て
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
需
要
は
増
加
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、そ
の
対
策
は
。

の
需
要
は
増
加
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、そ
の
対
策
は
。

令
和
６
年
度
か
ら
始
ま
る
第
９
期
介
護
保
険
事
業

令
和
６
年
度
か
ら
始
ま
る
第
９
期
介
護
保
険
事
業

計
画
の
策
定
に
向
け
て
、今
後
、市
民
や
事
業
所
等

計
画
の
策
定
に
向
け
て
、今
後
、市
民
や
事
業
所
等

へ
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
い
、将
来
的
な
介
護
サ
ー
ビ
ス

へ
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
い
、将
来
的
な
介
護
サ
ー
ビ
ス

料
を
適
正
に
見
込
み
な
が
ら
事
業
を
検
討
し
て
い
き

料
を
適
正
に
見
込
み
な
が
ら
事
業
を
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
現
状
は

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
現
状
は

こ
れ
ま
で
の
実
績
は
。

こ
れ
ま
で
の
実
績
は
。

令
和
２
年
４
月
か
ら
商
工
観
光
課
に
お
い
て
観
光

令
和
２
年
４
月
か
ら
商
工
観
光
課
に
お
い
て
観
光

振
興
に
資
す
る
隊
員
２
名
を
委
嘱
し
、企
画
政
策
課

振
興
に
資
す
る
隊
員
２
名
を
委
嘱
し
、企
画
政
策
課

に
お
い
て
令
和
３
年
に
１
名
、令
和
４
年
に
１
名
の

に
お
い
て
令
和
３
年
に
１
名
、令
和
４
年
に
１
名
の

移
住
定
住
の
促
進
を
目
的
と
し
た
隊
員
を
委
嘱
し
て

移
住
定
住
の
促
進
を
目
的
と
し
た
隊
員
を
委
嘱
し
て

い
ま
す
。現
在
は
、４
名
が
そ
れ
ぞ
れ
３
年
以
内
の

い
ま
す
。現
在
は
、４
名
が
そ
れ
ぞ
れ
３
年
以
内
の

期
間
を
定
め
、積
極
的
な
活
動
に
従
事
を
し
て
い
た

期
間
を
定
め
、積
極
的
な
活
動
に
従
事
を
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

だ
い
て
い
ま
す
。

協
力
隊
の
募
集
内
容
の
決
め
方
は
。

協
力
隊
の
募
集
内
容
の
決
め
方
は
。

隊
員
に
よ
る
地
域
活
動
が
、地
域
の
課
題
解
決
や

隊
員
に
よ
る
地
域
活
動
が
、地
域
の
課
題
解
決
や

さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、対
象
事
務

さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、対
象
事
務

を
所
掌
す
る
担
当
課
に
お
い
て
取
り
組
む
べ
き
業
務

を
所
掌
す
る
担
当
課
に
お
い
て
取
り
組
む
べ
き
業
務

を
検
討
の
上
、募
集
内
容
と
し
て
定
め
て
い
ま
す
。

を
検
討
の
上
、募
集
内
容
と
し
て
定
め
て
い
ま
す
。

森
林
環
境
整
備
基
金
の
活
用
は

森
林
環
境
整
備
基
金
の
活
用
は

香
取
市
の
林
業
の
現
状
は
。

香
取
市
の
林
業
の
現
状
は
。

市
の
森
林
面
積
は
５
１
１
５

市
の
森
林
面
積
は
５
１
１
５
haha
で
あ
り
、森
林
法

で
あ
り
、森
林
法

に
基
づ
く
民
有
林
２
８
３
０

に
基
づ
く
民
有
林
２
８
３
０
haha
が
香
取
市
森
林
整
備

が
香
取
市
森
林
整
備

計
画
の
対
象
と
さ
れ
て
い
ま
す
。現
在
、５

計
画
の
対
象
と
さ
れ
て
い
ま
す
。現
在
、５
haha
未
満
未
満

の
小
規
模
な
森
林
所
有
者
が
大
半
で
あ
り
、台
風
等

の
小
規
模
な
森
林
所
有
者
が
大
半
で
あ
り
、台
風
等

に
よ
る
倒
木
被
害
に
も
手
つ
か
ず
の
ま
ま
の
森
林
が

に
よ
る
倒
木
被
害
に
も
手
つ
か
ず
の
ま
ま
の
森
林
が

散
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、森
林
経
営
管
理
制
度

散
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、森
林
経
営
管
理
制
度

の
活
用
に
よ
り
市
内
の
森
林
整
備
を
進
め
て
い
く
必

の
活
用
に
よ
り
市
内
の
森
林
整
備
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、担
い
手
の
確
保
が
喫
緊
の

要
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、担
い
手
の
確
保
が
喫
緊
の

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
伐
型
林
業
に
つ
い
て
、持
続
的
森
林
経
営
で
あ

自
伐
型
林
業
に
つ
い
て
、持
続
的
森
林
経
営
で
あ

り
、兼
業
も
で
き
る
こ
と
か
ら
幅
広
い
就
労
を
実
現

り
、兼
業
も
で
き
る
こ
と
か
ら
幅
広
い
就
労
を
実
現

で
き
る
林
業
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
が
、市
の
見

で
き
る
林
業
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
が
、市
の
見

解
は
。

解
は
。

森
林
を
集
約
し
合
理
化
し
た
森
林
施
業
を
行
う
た

森
林
を
集
約
し
合
理
化
し
た
森
林
施
業
を
行
う
た

め
に
は
、森
林
経
営
を
担
う
林
業
事
業
体
の
確
保
、

め
に
は
、森
林
経
営
を
担
う
林
業
事
業
体
の
確
保
、

所
有
者
の
同
意
や
境
界
の
確
定
等
に
多
く
の
時
間
を

所
有
者
の
同
意
や
境
界
の
確
定
等
に
多
く
の
時
間
を

要
す
る
こ
と
か
ら
、

要
す
る
こ
と
か
ら
、

森
林
所
有
者
の
み
な

森
林
所
有
者
の
み
な

ら
ず
、森
林
の
管
理

ら
ず
、森
林
の
管
理

を
請
け
負
い
小
規
模

を
請
け
負
い
小
規
模

な
林
業
を
行
う
こ
と

な
林
業
を
行
う
こ
と

は
、林
業
へ
の
参
入

は
、林
業
へ
の
参
入

ハ
ー
ド
ル
が
比
較
的

ハ
ー
ド
ル
が
比
較
的

低
く
、新
た
な
担
い

低
く
、新
た
な
担
い

手
の
確
保
に
つ
な
が

手
の
確
保
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

質問事項
◆香取市の福祉計画
◆地域おこし協力隊
◆森林環境整備基金の活用
◆香取市の小規模埋め立て事業

井上
徹

香
取
市
の

香
取
市
の

今
後
の
福
祉
計
画
は

今
後
の
福
祉
計
画
は

いのうえ とおる 議員

かとり市議会だより No.67 14



9月定例会  13人の議員が一般質問

無
償
化
の
対
象
と
第
三
子
以
降
の
方
針
は
。ま
た
、

無
償
化
の
対
象
と
第
三
子
以
降
の
方
針
は
。ま
た
、

今
後
の
対
応
は
。

今
後
の
対
応
は
。

ま
ず
、中
学
校
３
年
生
を
対
象
に
給
食
費
の
無
償

ま
ず
、中
学
校
３
年
生
を
対
象
に
給
食
費
の
無
償

化
を
実
施
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
が
、

化
を
実
施
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
が
、

段
階
的
に
実
施
範
囲
を
拡
大
し
完
全
無
償
化
を
目
指

段
階
的
に
実
施
範
囲
を
拡
大
し
完
全
無
償
化
を
目
指

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。第
三
子
以
降

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。第
三
子
以
降

の
無
償
化
に
つ
い
て
は
、県
の
学
校
給
食
費
無
償
化

の
無
償
化
に
つ
い
て
は
、県
の
学
校
給
食
費
無
償
化

に
係
る
補
助
事
業
を
活
用
し
た
い
と
の
回
答
を
し
た

に
係
る
補
助
事
業
を
活
用
し
た
い
と
の
回
答
を
し
た

と
こ
ろ
で
す
。こ
の
事
業
の
補
助
率
は
２
分
の
１
と

と
こ
ろ
で
す
。こ
の
事
業
の
補
助
率
は
２
分
の
１
と

な
っ
て
お
り
、中
学
校
３
年
生
と
併
せ
て
第
三
子
以

な
っ
て
お
り
、中
学
校
３
年
生
と
併
せ
て
第
三
子
以

降
も
対
象
範
囲
と
す
る
こ
と
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

降
も
対
象
範
囲
と
す
る
こ
と
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

令
和
４
年
産
飼
料
用
米
の
作
付
面

令
和
４
年
産
飼
料
用
米
の
作
付
面

積
は
、ま
た
飼
料
用
米
作
付
支
援
金

積
は
、ま
た
飼
料
用
米
作
付
支
援
金

の
見
直
し
は

の
見
直
し
は

水
田
に
お
け
る
主
食
用
米
・
飼
料
用
米
・
転
作
等
の

水
田
に
お
け
る
主
食
用
米
・
飼
料
用
米
・
転
作
等
の

面
積
及
び
割
合
は
。

面
積
及
び
割
合
は
。

令
和
４
年
度
の
休
耕
等
を
除
外
し
た
水
田
経
営
面

令
和
４
年
度
の
休
耕
等
を
除
外
し
た
水
田
経
営
面

積
約
７
０
０
０

積
約
７
０
０
０
haha
の
う
ち
、主
食
用
米
が
４
８
０
０

の
う
ち
、主
食
用
米
が
４
８
０
０

haha
で
6969
％
、飼
料
用
米
が
１
８
３
０

％
、飼
料
用
米
が
１
８
３
０
haha
で
2626
％
、ホ
％
、ホ

ー
ル
ク
ロ
ッ
プ
サ
イ
レ
ー
ジ
が
２
１
３

ー
ル
ク
ロ
ッ
プ
サ
イ
レ
ー
ジ
が
２
１
３
haha
で
３
％
、

で
３
％
、

こ
の
ほ
か
加
工
用
米
、備
蓄
米
、飼
料
作
物
等
を
合

こ
の
ほ
か
加
工
用
米
、備
蓄
米
、飼
料
作
物
等
を
合

わ
せ
て
１
５
７

わ
せ
て
１
５
７
haha
で
２
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

で
２
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

飼
料
用
米
作
付
支
援
の
近
隣
市
町
と
の
支
援
金
の

飼
料
用
米
作
付
支
援
の
近
隣
市
町
と
の
支
援
金
の

格
差
是
正
は
。

格
差
是
正
は
。

1010
ａ
当
た
り
１
０
０
０
円
を
追
加
し
、昨
年
と
同

ａ
当
た
り
１
０
０
０
円
を
追
加
し
、昨
年
と
同

様
に
様
に
1010
ａ
当
た
り
８
０
０
０
円
と
す
る
補
正
予
算
の

ａ
当
た
り
８
０
０
０
円
と
す
る
補
正
予
算
の

計
上
を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
見
直
し
を
図
っ
て
い

計
上
を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
見
直
し
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

き
ま
す
。

森
林
環
境
整
備
基
金
の
活
用
は

香
取
市
の
林
業
の
現
状
は
。

市
の
森
林
面
積
は
５
１
１
５
ha
で
あ
り
、森
林
法

に
基
づ
く
民
有
林
２
８
３
０
ha
が
香
取
市
森
林
整
備

計
画
の
対
象
と
さ
れ
て
い
ま
す
。現
在
、５
ha
未
満

の
小
規
模
な
森
林
所
有
者
が
大
半
で
あ
り
、台
風
等

に
よ
る
倒
木
被
害
に
も
手
つ
か
ず
の
ま
ま
の
森
林
が

散
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、森
林
経
営
管
理
制
度

の
活
用
に
よ
り
市
内
の
森
林
整
備
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、担
い
手
の
確
保
が
喫
緊
の

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
伐
型
林
業
に
つ
い
て
、持
続
的
森
林
経
営
で
あ

り
、兼
業
も
で
き
る
こ
と
か
ら
幅
広
い
就
労
を
実
現

で
き
る
林
業
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
が
、市
の
見

解
は
。

森
林
を
集
約
し
合
理
化
し
た
森
林
施
業
を
行
う
た

め
に
は
、森
林
経
営
を
担
う
林
業
事
業
体
の
確
保
、

所
有
者
の
同
意
や
境
界
の
確
定
等
に
多
く
の
時
間
を

要
す
る
こ
と
か
ら
、

森
林
所
有
者
の
み
な

ら
ず
、森
林
の
管
理

を
請
け
負
い
小
規
模

な
林
業
を
行
う
こ
と

は
、林
業
へ
の
参
入

ハ
ー
ド
ル
が
比
較
的

低
く
、新
た
な
担
い

手
の
確
保
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
産
の
飼
料
用
米
等
に
対
す
る
国
の
交
付

令
和
４
年
産
の
飼
料
用
米
等
に
対
す
る
国
の
交
付

金
や
県
の
補
助
金
が
減
額
さ
れ
て
い
ま
す
が
、こ
れ

金
や
県
の
補
助
金
が
減
額
さ
れ
て
い
ま
す
が
、こ
れ

に
つ
い
て
市
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

に
つ
い
て
市
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

市
と
し
て
は
、次
年
度
以
降
も
米
の
需
給
改
善
を

市
と
し
て
は
、次
年
度
以
降
も
米
の
需
給
改
善
を

継
続
し
農
業
経
営
の
安
定
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ

継
続
し
農
業
経
営
の
安
定
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
お
り

る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。そ
の
た
め

ま
す
。そ
の
た
め

に
は
、飼
料
用
米

に
は
、飼
料
用
米

の
補
助
金
に
つ
い

の
補
助
金
に
つ
い

て
、
国
・
県
に
対

て
、
国
・
県
に
対

し
増
額
を
要
望
し

し
増
額
を
要
望
し

て
ま
い
り
ま
す
。

て
ま
い
り
ま
す
。

農
道
、赤
道
お
よ
び
用
排
水
路
の

農
道
、赤
道
お
よ
び
用
排
水
路
の

整
備
に
つ
い
て

整
備
に
つ
い
て

旧
小
川
土
地
改
良
区
内
に
お
け
る
、用
排
水
路
の

旧
小
川
土
地
改
良
区
内
に
お
け
る
、用
排
水
路
の

維
持
管
理
に
つ
い
て
は
。

維
持
管
理
に
つ
い
て
は
。

小
川
地
区
に
お
い
て
は
、多
面
的
機
能
支
払
交
付

小
川
地
区
に
お
い
て
は
、多
面
的
機
能
支
払
交
付

金
の
活
動
団
体
が
組
織
さ
れ
て
お
り
、こ
の
活
動
計

金
の
活
動
団
体
が
組
織
さ
れ
て
お
り
、こ
の
活
動
計

画
範
囲
内
に
あ
る
用
排
水
路
の
維
持
管
理
を
支
援
し

画
範
囲
内
に
あ
る
用
排
水
路
の
維
持
管
理
を
支
援
し

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

農
道
・
赤
道
の
舗
装
等
整
備
状
況
、ま
た
、用
排
水

農
道
・
赤
道
の
舗
装
等
整
備
状
況
、ま
た
、用
排
水

路
の
今
後
の
対
策
は
。

路
の
今
後
の
対
策
は
。

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
を
活
用
し
た
整
備
、市

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
を
活
用
し
た
整
備
、市

単
独
補
助
事
業
や
原
材
料
支
給
を
活
用
し
た
整
備
を

単
独
補
助
事
業
や
原
材
料
支
給
を
活
用
し
た
整
備
を

随
時
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。今
後
、地
域
の

随
時
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。今
後
、地
域
の

保
全
会
な
ど
の
組
織
に
お
い
て
多
面
的
機
能
支
払
交

保
全
会
な
ど
の
組
織
に
お
い
て
多
面
的
機
能
支
払
交

付
金
な
ど
を
活
用
し
、農
村
資
源
を
地
域
ぐ
る
み
で

付
金
な
ど
を
活
用
し
、農
村
資
源
を
地
域
ぐ
る
み
で

保
全
す
る
活
動
等
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

保
全
す
る
活
動
等
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

質問事項
◆学校給食の無償化について、方針は
◆令和４年産飼料用米の作付け面積は、また飼料
用米出荷奨励金の見直しは
◆農道、赤道および用排水路の整備

学
校
給
食
の
無
償
化
に

学
校
給
食
の
無
償
化
に

つ
い
て
、
方
針
は

つ
い
て
、
方
針
は木村

博きむら ひろし 議員
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消防団に配備されている手引き台車

災
害
弱
者
支
援
と
行
方
不
明
者
公
表
は

災
害
弱
者
支
援
と
行
方
不
明
者
公
表
は

大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
、災
害
弱
者
へ
の
市
の

大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
、災
害
弱
者
へ
の
市
の

対
策
は

対
策
は

市
に
お
い
て
は
、現
在
、見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

市
に
お
い
て
は
、現
在
、見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業
の
中
で
個
別
避
難
計
画
を
作
成
し
て
い
ま
す
が
、

事
業
の
中
で
個
別
避
難
計
画
を
作
成
し
て
い
ま
す
が
、

今
後
、庁
内
の
関
係
各
課
お
よ
び
関
係
機
関
と
も
連

今
後
、庁
内
の
関
係
各
課
お
よ
び
関
係
機
関
と
も
連

携
を
し
な
が
ら
よ
り
よ
い
計
画
と
し
て
い
き
た
い
と

携
を
し
な
が
ら
よ
り
よ
い
計
画
と
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。ま
た
、特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

考
え
て
お
り
ま
す
。ま
た
、特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

な
ど
に
お
い
て
作
成
す
る
非
常
災
害
対
策
計
画
に
つ

な
ど
に
お
い
て
作
成
す
る
非
常
災
害
対
策
計
画
に
つ

い
て
は
、施
設
に
対
す
る
運
営
指
導
を
行
っ
て
い
ま

い
て
は
、施
設
に
対
す
る
運
営
指
導
を
行
っ
て
い
ま

す
。
す
。災

害
時
の
行
方
不
明
者
名
簿
公
表
の
判
断
基
準
は
。

災
害
時
の
行
方
不
明
者
名
簿
公
表
の
判
断
基
準
は
。

令
和
３
年
９
月
、県
が
災
害
時
に
お
け
る
安
否
不

令
和
３
年
９
月
、県
が
災
害
時
に
お
け
る
安
否
不

明
者
の
氏
名
情
報
等
に
係
る
公
表
方
針
を
策
定
し
、

明
者
の
氏
名
情
報
等
に
係
る
公
表
方
針
を
策
定
し
、

県
内
市
町
村
に
対
し
こ
の
取
り
組
み
へ
の
協
力
を
依

県
内
市
町
村
に
対
し
こ
の
取
り
組
み
へ
の
協
力
を
依

頼
し
て
い
ま
す
。市
に
お
い
て
は
、県
の
公
表
方
針

頼
し
て
い
ま
す
。市
に
お
い
て
は
、県
の
公
表
方
針

お
よ
び
香
取
市
個
人
情
報
保
護
条
例
に
基
づ
き
県
と

お
よ
び
香
取
市
個
人
情
報
保
護
条
例
に
基
づ
き
県
と

連
携
を
図
り
つ
つ
対
応
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

連
携
を
図
り
つ
つ
対
応
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

お
り
ま
す
。

救
急
車
と
消
防
団
車
両
の

救
急
車
と
消
防
団
車
両
の

更
新
配
備
は

更
新
配
備
は

昨
年
更
新
し
た
循
環
バ
ス
は
、

昨
年
更
新
し
た
循
環
バ
ス
は
、1212
年
で
年
で
3030
万
キ
ロ

万
キ
ロ

位
の
走
行
と
説
明
で
記
憶
。救
急
車
は
実
際
に

位
の
走
行
と
説
明
で
記
憶
。救
急
車
は
実
際
に
1010
年

〜
1111
年
で
、

年
で
、3030
万
キ
ロ
越
え
の
走
行
で
す
。バ
ス
は

万
キ
ロ
越
え
の
走
行
で
す
。バ
ス
は

運
行
不
能
で
も
市
民
の
命
に
問
題
な
い
、市
民
の
生

運
行
不
能
で
も
市
民
の
命
に
問
題
な
い
、市
民
の
生

命
を
預
か
っ
て
い
る
救
急
車
の
更
新
を
早
め
て
は
。

命
を
預
か
っ
て
い
る
救
急
車
の
更
新
を
早
め
て
は
。

救
急
車
に
つ
い
て
は
、車
両
の
適
切
な
点
検
、整

救
急
車
に
つ
い
て
は
、車
両
の
適
切
な
点
検
、整

備
を
行
い
な
が
ら
有
効
な
財
源
の
活
用
を
含
め
、で

備
を
行
い
な
が
ら
有
効
な
財
源
の
活
用
を
含
め
、で

き
る
限
り
適
切
な
時
期
に
更
新
が
で
き
る
よ
う
努
め

き
る
限
り
適
切
な
時
期
に
更
新
が
で
き
る
よ
う
努
め

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。市
と
し
て
も
、救
急
車
両

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。市
と
し
て
も
、救
急
車
両

の
適
切
な
更
新
の
必
要
性
は
認
識
を
し
て
い
る
こ
と

の
適
切
な
更
新
の
必
要
性
は
認
識
を
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、今
後
、香
取
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
消
防

か
ら
、今
後
、香
取
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
消
防

本
部
と
調
整
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
部
と
調
整
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

消
防
団
に
は
消
防
車
が
無
く
、手
引
き
台
車（
リ

消
防
団
に
は
消
防
車
が
無
く
、手
引
き
台
車（
リ

ヤ
カ
ー
と
同
）へ
可
搬
ポ
ン
プ
を
載
せ
て
、人
力
で

ヤ
カ
ー
と
同
）へ
可
搬
ポ
ン
プ
を
載
せ
て
、人
力
で

引
い
て
火
災
現
場
へ
出
動
し
て
い
る
所
が
有
る
が
、

引
い
て
火
災
現
場
へ
出
動
し
て
い
る
所
が
有
る
が
、

香
取
市
管
内
で
は
ど
こ
が
該
当
す
る
の
か
。

香
取
市
管
内
で
は
ど
こ
が
該
当
す
る
の
か
。

香
取
広
域
市

香
取
広
域
市

町
村
圏
事
務
組

町
村
圏
事
務
組

合
消
防
本
部
に

合
消
防
本
部
に

確
認
し
た
と
こ

確
認
し
た
と
こ

ろ
、佐
原
地
区

ろ
、佐
原
地
区

に
車
両
が
配
置

に
車
両
が
配
置

さ
れ
て
い
な
い

さ
れ
て
い
な
い

消
防
団
は
、７

消
防
団
は
、７

部
あ
る
と
の
こ

部
あ
る
と
の
こ

と
で
す
。

と
で
す
。

手
引
き
台
車
の
消
防
団（
市
内
７
部
）へ
、車
両
を

手
引
き
台
車
の
消
防
団（
市
内
７
部
）へ
、車
両
を

配
備
で
き
る
様
に
予
算
付
け
を
し
て
い
た
だ
き
た
い

配
備
で
き
る
様
に
予
算
付
け
を
し
て
い
た
だ
き
た
い

が
。
が
。消

防
団
車
両
の
配
備
に
つ
い
て
は
、市
と
し
て
も

消
防
団
車
両
の
配
備
に
つ
い
て
は
、市
と
し
て
も

そ
の
必
要
性
を
十
分
理
解
し
て
い
ま
す
が
、今
後
、

そ
の
必
要
性
を
十
分
理
解
し
て
い
ま
す
が
、今
後
、

香
取
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
消
防
本
部
と
調
整
さ

香
取
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
消
防
本
部
と
調
整
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質問事項
◆大規模災害時、災害弱者への避難支援体制は
◆市職員における防災訓練
◆車両の管理

久保木
清司

大
規
模
災
害
時
の
対
応
・

大
規
模
災
害
時
の
対
応
・

緊
急
自
動
車
の
更
新

緊
急
自
動
車
の
更
新

くぼき せいじ 議員
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9月定例会  13人の議員が一般質問

地域移行となって活動している
佐原ジュニア体操クラブ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
発
信
さ
れ
る
情
報
に
つ
い
て
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
発
信
さ
れ
る
情
報
に
つ
い
て
、

現
状
と
今
後
の
方
針
は
。

現
状
と
今
後
の
方
針
は
。

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、内
容
の
充
実
と
質
の
向

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、内
容
の
充
実
と
質
の
向

上
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、ニ
ー
ズ
や
要
求
内
容
も
多

上
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、ニ
ー
ズ
や
要
求
内
容
も
多

様
化
し
て
き
て
い
ま
す
。引
き
続
き
見
や
す
い
画
面

様
化
し
て
き
て
い
ま
す
。引
き
続
き
見
や
す
い
画
面

配
置
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
閲
覧
へ
の
対
応
等

配
置
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
閲
覧
へ
の
対
応
等

の
改
善
に
取
り
組
み
、市
政
情
報
を
容
易
に
得
る
こ

の
改
善
に
取
り
組
み
、市
政
情
報
を
容
易
に
得
る
こ

と
の
で
き
る
工
夫
と
発
信
力
の
強
化
に
努
め
て
ま
い

と
の
で
き
る
工
夫
と
発
信
力
の
強
化
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

香
取
市
の
公
式

香
取
市
の
公
式
S
N
S
や
動
画
で
の
情
報
発
信

や
動
画
で
の
情
報
発
信

は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
く
の
か
。

は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
く
の
か
。

現
在
、各
課
等
で
運
用
し
て
い
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
、所

現
在
、各
課
等
で
運
用
し
て
い
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
、所

掌
す
る
業
務
情
報
を
迅
速
に
提
供
す
る
た
め
、そ
れ

掌
す
る
業
務
情
報
を
迅
速
に
提
供
す
る
た
め
、そ
れ

ぞ
れ
担
当
す
る
各
課
等
で
配
信
し
て
い
ま
す
が
、市

ぞ
れ
担
当
す
る
各
課
等
で
配
信
し
て
い
ま
す
が
、市

の
特
性
を
生
か
し
、一
体
感
の
あ
る
効
果
的
な
Ｓ
Ｎ

の
特
性
を
生
か
し
、一
体
感
の
あ
る
効
果
的
な
Ｓ
Ｎ

Ｓ
の
活
用
方
法
を
総
合
的
に
検
討
す
る
べ
く
、そ
の

Ｓ
の
活
用
方
法
を
総
合
的
に
検
討
す
る
べ
く
、そ
の

作
業
に
着
手
し
た
と
こ
ろ
で
す
。ま
た
、幅
広
い
年

作
業
に
着
手
し
た
と
こ
ろ
で
す
。ま
た
、幅
広
い
年

齢
層
の
利
用
率
が
高
い
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
用
い
る
こ
と
に
よ

齢
層
の
利
用
率
が
高
い
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
用
い
る
こ
と
に
よ

り
、積
極
的
か
つ
効
果
的
な
情
報
の
発
信
を
進
め
て

り
、積
極
的
か
つ
効
果
的
な
情
報
の
発
信
を
進
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

行
政
手
続
き
に
関
す
る
印
刷
物
が
分
か
り
に
く
い

行
政
手
続
き
に
関
す
る
印
刷
物
が
分
か
り
に
く
い

現
状
が
あ
る
。市
独
自
の
分
か
り
や
す
い
説
明
書
類

現
状
が
あ
る
。市
独
自
の
分
か
り
や
す
い
説
明
書
類

を
作
る
べ
き
で
は
。

を
作
る
べ
き
で
は
。

市
の
施
策
事
業
等
に
係
る
紙
媒
体
の
情
報
に
つ
い

市
の
施
策
事
業
等
に
係
る
紙
媒
体
の
情
報
に
つ
い

て
は
、市
民
等
に
対
し
よ
り
的
確
な
情
報
と
し
て
伝

て
は
、市
民
等
に
対
し
よ
り
的
確
な
情
報
と
し
て
伝

わ
る
よ
う
、分
か
り
や
す
く
て
見
や
す
い
パ
ン
フ
レ

わ
る
よ
う
、分
か
り
や
す
く
て
見
や
す
い
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
の
作
成
に
努
め
る
た
め
、そ
の
総
合
的
な
見
直

ッ
ト
の
作
成
に
努
め
る
た
め
、そ
の
総
合
的
な
見
直

し
、改
善
等
に
着
手
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

し
、改
善
等
に
着
手
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

る
と
こ
ろ
で
す
。

救
急
車
に
つ
い
て
は
、車
両
の
適
切
な
点
検
、整

備
を
行
い
な
が
ら
有
効
な
財
源
の
活
用
を
含
め
、で

き
る
限
り
適
切
な
時
期
に
更
新
が
で
き
る
よ
う
努
め

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。市
と
し
て
も
、救
急
車
両

の
適
切
な
更
新
の
必
要
性
は
認
識
を
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、今
後
、香
取
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
消
防

本
部
と
調
整
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

消
防
団
に
は
消
防
車
が
無
く
、手
引
き
台
車（
リ

ヤ
カ
ー
と
同
）へ
可
搬
ポ
ン
プ
を
載
せ
て
、人
力
で

引
い
て
火
災
現
場
へ
出
動
し
て
い
る
所
が
有
る
が
、

香
取
市
管
内
で
は
ど
こ
が
該
当
す
る
の
か
。

香
取
広
域
市

町
村
圏
事
務
組

合
消
防
本
部
に

確
認
し
た
と
こ

ろ
、佐
原
地
区

に
車
両
が
配
置

さ
れ
て
い
な
い

消
防
団
は
、７

部
あ
る
と
の
こ

と
で
す
。

手
引
き
台
車
の
消
防
団（
市
内
７
部
）へ
、車
両
を

配
備
で
き
る
様
に
予
算
付
け
を
し
て
い
た
だ
き
た
い

が
。消

防
団
車
両
の
配
備
に
つ
い
て
は
、市
と
し
て
も

そ
の
必
要
性
を
十
分
理
解
し
て
い
ま
す
が
、今
後
、

香
取
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
消
防
本
部
と
調
整
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

教
員
の
働
き
方
改
革
と
し
て

教
員
の
働
き
方
改
革
と
し
て

中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
を

中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
を

市
内
中
学
校
の
部
活
動
の
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い

市
内
中
学
校
の
部
活
動
の
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

る
か
。

活
動
状
況
に
つ
い
て
は
、平
日
の
活
動
時
間
は
２

活
動
状
況
に
つ
い
て
は
、平
日
の
活
動
時
間
は
２

時
間
程
度
ま
で
と
し
、土
曜
日
・
日
曜
日
を
含
む
学

時
間
程
度
ま
で
と
し
、土
曜
日
・
日
曜
日
を
含
む
学

校
の
休
業
日
は
３
時
間
程
度
ま
で
と
し
て
い
ま
す
。

校
の
休
業
日
は
３
時
間
程
度
ま
で
と
し
て
い
ま
す
。

県
内
の
柏
市
や
睦
沢
町
の
取
り
組
み
を
ど
の
よ
う

県
内
の
柏
市
や
睦
沢
町
の
取
り
組
み
を
ど
の
よ
う

に
評
価
す
る
か
。

に
評
価
す
る
か
。

柏
市
と
睦
沢
町
の
運
動
部
活
動
推
進
研
究
事
業
に

柏
市
と
睦
沢
町
の
運
動
部
活
動
推
進
研
究
事
業
に

つ
い
て
は
、そ
れ
ぞ
れ
拠
点
校
を
設
け
て
研
究
を
し

つ
い
て
は
、そ
れ
ぞ
れ
拠
点
校
を
設
け
て
研
究
を
し

て
い
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
の
成
果
と
課
題
等
に

て
い
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
の
成
果
と
課
題
等
に

つ
い
て
精
査
し
、香
取
市
と
し
て
の
休
日
の
部
活
動

つ
い
て
精
査
し
、香
取
市
と
し
て
の
休
日
の
部
活
動

の
地
域
移
行
に
向
け
た
検
討
の
際
、そ
の
内
容
を
十

の
地
域
移
行
に
向
け
た
検
討
の
際
、そ
の
内
容
を
十

分
生
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

分
生
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
地
域
移
行
へ
の
予
定
は
。

今
後
の
地
域
移
行
へ
の
予
定
は
。

今
後
、ス
ポ
ー
ツ
団
体
や
文
化
・
芸
術
団
体
、学
校

今
後
、ス
ポ
ー
ツ
団
体
や
文
化
・
芸
術
団
体
、学
校

関
係
者
、保
護
者
代

関
係
者
、保
護
者
代

表
な
ど
と
と
も
に
協

表
な
ど
と
と
も
に
協

議
し
な
が
ら
、休
日

議
し
な
が
ら
、休
日

の
部
活
動
指
導
の
地

の
部
活
動
指
導
の
地

域
移
行
に
つ
い
て
、

域
移
行
に
つ
い
て
、

令
和
８
年
度
か
ら
の

令
和
８
年
度
か
ら
の

完
全
実
施
を
目
指
し

完
全
実
施
を
目
指
し

て
検
討
し
て
ま
い
り

て
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り

た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

ま
す
。

質問事項
◆香取市の情報発信
◆庁舎の環境
◆中学校部活動の地域移行

香
取
市
の

香
取
市
の

情
報
発
信
力
強
化
を

情
報
発
信
力
強
化
を辻

達広つじ たつひろ 議員
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市
議
会
の
決
議
事
項
は
暴
走
な
の
か

市
議
会
の
決
議
事
項
は
暴
走
な
の
か

選
挙
公
約
で
、香
取
市
の
土
地
や
財
産
は
市
民
の

選
挙
公
約
で
、香
取
市
の
土
地
や
財
産
は
市
民
の

も
の
、お
み
が
わ
こ
ど
も
園
、ひ
ま
わ
り
苑
の
無
償

も
の
、お
み
が
わ
こ
ど
も
園
、ひ
ま
わ
り
苑
の
無
償

譲
渡
の
暴
走
を
ス
ト
ッ
プ
と
は
。

譲
渡
の
暴
走
を
ス
ト
ッ
プ
と
は
。

香
取
市
の
土
地
や
財
産
は
、市
民
一
人
一
人
の
貴

香
取
市
の
土
地
や
財
産
は
、市
民
一
人
一
人
の
貴

重
な
財
産
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。ま
た
、議

重
な
財
産
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。ま
た
、議

会
で
議
決
さ
れ
た
案
件
に
つ
い
て
は
、議
決
に
至
る

会
で
議
決
さ
れ
た
案
件
に
つ
い
て
は
、議
決
に
至
る

ま
で
の
合
意
形
成
に
つ
い
て
、市
民
に
対
し
、よ
り

ま
で
の
合
意
形
成
に
つ
い
て
、市
民
に
対
し
、よ
り

丁
寧
に
説
明
す
べ
き
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い

丁
寧
に
説
明
す
べ
き
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
た
次
第
で
す
。

か
と
思
っ
た
次
第
で
す
。

市
民
の
声
を
踏
ま
え
た
合
意
形
成
を
重
視
、開
か

市
民
の
声
を
踏
ま
え
た
合
意
形
成
を
重
視
、開
か

れ
た
行
政
運
営
を
取
り
戻
す
と
の
こ
と
だ
が
、議
会

れ
た
行
政
運
営
を
取
り
戻
す
と
の
こ
と
だ
が
、議
会

の
決
議
は
合
意
形
成
で
無
い
の
か
。

の
決
議
は
合
意
形
成
で
無
い
の
か
。

議
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
合
意
形
成
を
し
て
い
く
上
で

議
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
合
意
形
成
を
し
て
い
く
上
で

の
過
程
や
決
定
事
項
に
つ
い
て
、し
っ
か
り
と
市
民

の
過
程
や
決
定
事
項
に
つ
い
て
、し
っ
か
り
と
市
民

と
共
有
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
も
含
ま
れ
る

と
共
有
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
も
含
ま
れ
る

も
の
と
思
い
ま
す
。

も
の
と
思
い
ま
す
。

過
疎
地
域
か
ら
の
脱
却
は
施
策
の
有
効
性
や
財
源

過
疎
地
域
か
ら
の
脱
却
は
施
策
の
有
効
性
や
財
源

等
を
考
慮
し
、優
先
順
位
を
検
討
と
の
こ
と
だ
が
、

等
を
考
慮
し
、優
先
順
位
を
検
討
と
の
こ
と
だ
が
、

優
先
順
位
の
基
準
は
。

優
先
順
位
の
基
準
は
。

給
食
費
の
無
償
化
等
に
よ
る
子
育
て
世
代
の
経
済

給
食
費
の
無
償
化
等
に
よ
る
子
育
て
世
代
の
経
済

的
負
担
の
軽
減
を
図
る
な
ど
の
子
育
て
支
援
の
充
実

的
負
担
の
軽
減
を
図
る
な
ど
の
子
育
て
支
援
の
充
実

や
香
取
市
に
移
住
者
を
呼
び
込
む
た
め
の
施
策
と
し

や
香
取
市
に
移
住
者
を
呼
び
込
む
た
め
の
施
策
と
し

て
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
な
ど
、特
に
人

て
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
な
ど
、特
に
人

口
減
少
対
策
や
少
子
・
高
齢
化
対
策
を
積
極
的
に
進

口
減
少
対
策
や
少
子
・
高
齢
化
対
策
を
積
極
的
に
進

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ

め
多
く
の
方
々
の
ご
意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら
過
疎

め
多
く
の
方
々
の
ご
意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら
過
疎

か
ら
の
脱
却
に
向
け
、さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進

か
ら
の
脱
却
に
向
け
、さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

産
婦
人
科
誘
致
場
所
に

産
婦
人
科
誘
致
場
所
に

反
対
し
た
理
由
は

反
対
し
た
理
由
は

熊
谷
知
事
へ
の
文
書
は
要
望
書
か
陳
情
書
か
。県

熊
谷
知
事
へ
の
文
書
は
要
望
書
か
陳
情
書
か
。県

議
同
席
の
訳
は
。チ
ラ
シ
に
は
知
事
と
の
親
交
は
深

議
同
席
の
訳
は
。チ
ラ
シ
に
は
知
事
と
の
親
交
は
深

く
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
。

く
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
。

タ
イ
ト
ル
や
表
現
は
、要
望
書
と
陳
情
書
の
両
方

タ
イ
ト
ル
や
表
現
は
、要
望
書
と
陳
情
書
の
両
方

と
も
記
載
し
て
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。県

と
も
記
載
し
て
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。県

議
の
同
席
に
つ
い
て
は
、地
元
の
県
議
で
あ
り
、地

議
の
同
席
に
つ
い
て
は
、地
元
の
県
議
で
あ
り
、地

元
の
事
情
等
の
補
足
も
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
状
況
を

元
の
事
情
等
の
補
足
も
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
状
況
を

踏
ま
え
同
席
し
て
い
ま
す
。

踏
ま
え
同
席
し
て
い
ま
す
。

市
議
会
で
決
議
し
た
市
役
所
わ
き
で
な
く
、県
立

市
議
会
で
決
議
し
た
市
役
所
わ
き
で
な
く
、県
立

佐
原
病
院
へ
の
産
婦
人
科
誘
致
を
知
事
へ
要
望
し
た

佐
原
病
院
へ
の
産
婦
人
科
誘
致
を
知
事
へ
要
望
し
た

訳
は
。

訳
は
。

総
合
病
院
で
あ
る
県
立
佐
原
病
院
に
近
接
し
て
い

総
合
病
院
で
あ
る
県
立
佐
原
病
院
に
近
接
し
て
い

た
方
が
、緊
急
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し
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す
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の
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グ
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て
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た
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て
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た
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え
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の
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に
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対
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法
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ウ
ェ
ブ
等
の
活
用
に
よ
る
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対
話
方
法
等
も
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討
す
る
な
ど
、市
民
と
の
具
体
的
な
交
流
の
場
を
広

討
す
る
な
ど
、市
民
と
の
具
体
的
な
交
流
の
場
を
広

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

質問事項
◆市長の政治姿勢

根本
太左衛門　

市
長
の
選
挙
公
約
等

市
長
の
選
挙
公
約
等

市
政
改
革

市
政
改
革

知
事
へ
の
要
望
書

知
事
へ
の
要
望
書 ねもと たざえもん 議員
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議案
番号

議 案 名
（一部省略しています） 主　な　内　容

審
議
結
果

賛
成
（
人
）

反
対
（
人
）

欠
席
（
人
）

議案第１号 香取市橘ふれあい公園有料公園施設
の管理に関する条例の制定

橘ふれあい公園内の有料公園施設である体験学習施設及びパークゴル
フ場の管理について、条例で定める。 可決 17 3 1

議案第２号 橘ふれあい公園パークゴルフ場の指
定管理者の指定 「株式会社橘ふれあい倶楽部」をパークゴルフ場の指定管理者に指定。 可決 17 3 1

議案第３号 固定資産評価員の選任 北原潤一氏を固定資産評価員に選任することに議会の同意を求める。 同意 19 1 1
議員個別の採択結果は、市議会ホームページをご覧ください。

請願・陳情の「香取市民の健康増進と、ふれあいと憩いの場として、利用し易いように設定していた
だきたい」との趣旨のみ採択とし、料金については採択していません。

大谷津地区において、計画性に乏しく、地元の合意を得ない埋め立て行為を伴う乱開発等が行われないよう
市の適切な対応を求める。

意　見
○議会が利用料金を示すことはできない
独立採算での運営のため、利用料は受託事業者が考え、設定するもので、議会が金額に意見することは難しいと考えます。
議会において、独立採算制で運営していくとの市の提案に対し、議決をしています。独立採算制を認めたのだから、議会
が利用料の金額を示すことは、前の議決を否定することになり、あってはならないと考えます。
○利用しやすい料金設定を願う
高齢者が健康増進のため、安く楽しめるようにしてほしいとの趣旨は理解できます。高齢者の料金区分や時間券のよう
な、きめ細やかな対応をすることで、利用者が増え利益が上がる方法もあります。より良くしていくために、受託業者と
の話し合いや提案、協議などをしていただきたいと思います。

結　論
このような意見から、内容に受託事業者の判断に委ねられるべき利用料の設定が含まれ、その全てを採択とすることが
適当でないと判断しました。

※趣旨採択とは、請願について、願意は妥当であるが、実現性の面で確信がもてないといった場合に、不採択とすること
もできないとしてとられる請願に対する決定の方法のことをいうものです。

趣旨採択※としました

不採択となりました

陳情第27号　橘ふれあい公園パークゴルフ場低額料金設置を求める陳情（半日520円）

陳情第29号　 平成2年3月16日付ふるさと川づくり検討委員会第2回幹事会議事抄録の舟遊びなどに
ついては、この区間では実現性が困難であると記載の確認について

請願・陳情審査報告
請願第20号　橘ふれあい公園パークゴルフ場低額料金設置を求める請願（半日又は高齢者料金600円）

陳情第28号　 （株）ぶれきめらの観光船の船着場を旧佐原市都市整備課が設置した所の確認について

採択しました

請願第21号　地元の合意を得ない乱開発の防止に関する請願

8月臨時会 議案および採決結果概要
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編集・発行に関し、ご意見・ご要望がありましたら、議会事務局（☎50-1217）までご連絡ください。

12月 傍聴自粛のお願い 市議会をより詳しく知りたいときは

ご利用ください！

市議会会議録と議会中継

○市役所 ☎50-1217
1階 情報コーナー/6階 議会事務局

○佐原中央図書館 ☎55-1343
○小見川図書館 ☎80-0511

香取市ホームページ http://www.city.katori.lg.jp/

香取市議会ホームページ http://www.city.katori.lg.jp/gikai/

製本された会議録は
こちらで閲覧できます

議会だよりは、要約表記で掲載しているため、詳しく
は市議会ホームページや会議録をご覧ください。

議会中継会議録

定例会
の日程

新型コロナウイルスの感染拡大を防止するた
め、当面の間、本会議および委員会等の傍聴
は、できる限り自粛いただくようお願いします。

本会議

本会議（一般質問調整日）

常任委員会

本会議

編集後記

会議録は、市議会ホームペー
ジ「会議録検索」から閲覧でき
ます。6月定例会の会議録ま
でご覧いただけます。

定例会・臨時会のライブ中
継は、市議会ホームページ
で視聴できます。録画映像
は、おおむね1週間後から
視聴可能です。

9月定例会のライブ中継視
聴者数は211人、8月30日
から9月30日までの録画
再生件数は374件でした。

　先日、飲食店で「さんまの塩焼き」を勧められ美味しくい
ただきました。ようやく涼しくなり、いよいよ「食欲の秋」
の到来。市内で色々なイベントが行われます。名産物や美味
しい物が多々並びます。職業柄、健康を気にしていますが…
食欲には勝てません。皆様も食べ過ぎには気を付けましょう。
 （藤木）

　新型コロナウイルスが猛威を振るうようになって３年、よう
やく収束の兆しが見えてきて感染者の全数把握も見直されま
した。諸外国ではマスクの着用も必要としない国もあります
が、イベントや旅行など、お出かけの際は今しばらく感染対
策を心掛け、一日も早くコロナ前の日常を取り戻しましょう。
 （千年）

傍聴およびライブ中継、録画再生件数

傍聴自粛にご協力いただきありがとうございます。

ライブ
中継

録画再生

傍聴

こだわりの逸材を生み出す香取の匠たちをご紹介します

　NPO法人｢ふれ愛｣は、高齢者を対象として、①明
るい社会、②生き甲斐のある社会、③未来のある社会
の３本柱の構築をコンセプトに活動する一般市民有志
のボランティア集団です。
　その第一歩として、生活支援と移動支援活動を令和
３年より山田地区から実質的にスタートし現在2年弱
経過したところです。
　利用者さんからの好反響から、口コミ等で広がりを
見せ小見川、山倉、佐原地区にも活動を広げたところ
です。

　この活動を通じて、いかに高齢者が人との交流を望
んでいるか実感しており、この活動の重要性を改めて
感じています。
　人生百年時代を見据えて、今後は高齢者の居場所作
り、活動の場作りも考えながら、介護予防の一翼に繋
げていきたいとの思いで、スタッフ一同邁進いたしま
す。
　尚、この活動に対して、社会福祉協議会、地域包括
支援センター始め、関係者のみなさまのご協力に深く
感謝申し上げます。

10/25（火）

11/ 2（水） 4（金） 7（月）

 8（火）  

 14（月）

Vol.16

611件

26人

211人

　374件

R4.9月
830件

45人

279人

　506件

R4.6月
322件

5人

127人

190件

335件

37人
94人

204件

290件

5人
112人

173件

R4.3月R3.12月R3.9月

NPO法人　ふれ愛
理事長

佐々木 滿康さん

　

さ さ さ みち やす

かとり市議会だより No.67 20


